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　家族や恋人、友人や恩人、そして自分自身にあてて…

日頃は言えない素直な気持ちを、漢字一字に託して贈ってみよう。

　（公財）日本漢字能力検定協会では、このような趣旨で「今、あな

たに贈りたい漢字コンテスト」を2013年に初めて開催しました。

　以来毎年の開催を経て今回で11回目を迎え、累計では約44万作

品のご応募を全国よりいただいています。

　“誰かに贈る漢字を選ぶ”その時間は、自分自身や周囲の人々を

見つめ直し、自分の素直な気持ちと向き合うことにつながります。

　そうして贈った・贈られた「漢字一字」は、かけがえのない一字とし

て心に刻まれるでしょう。

「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」とは

漢検　漢字コンテスト 検 索
WEBでも作品をご覧になれます！

　2



※所属はコンテスト開催当時のものです。

審査員長

審査員

華雪	 （書家）

栗山英樹	 （2023WBC日本代表監督）

ゴルゴ松本	（お笑い芸人）

やすみりえ	（川柳作家）

山崎信夫	 （公益財団法人 日本漢字能力検定協会 代表理事）

審査員

橋本五郎	 （読売新聞特別編集委員）
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当
協
会
は
、「
日
本
語
・
漢
字
を
学
ぶ

楽
し
さ
を
提
供
し
、豊
か
な
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
」こ
と
を
目
的
に
、「
日
本
漢

字
能
力
検
定（
漢
検
）」や「
文
章
読
解
・

作
成
能
力
検
定（
文
章
検
）」を
は
じ
め

と
し
た
検
定
事
業
や
漢
字
文
化
に
関
す

る
調
査
・
研
究
活
動
、京
都
・
清
水
寺
で
年

末
に
行
う
「
今
年
の
漢
字
」や
京
都
・
祇

園
に
お
け
る「
漢
検
漢
字
博
物
館
・
図
書

館（
漢
字
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）」の
運
営
と
い
っ

た
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
コ
ン
テ
ス
ト
は
、東
日
本
大
震
災
の

年
の
「
今
年
の
漢
字
」に
圧
倒
的
な
応

募
数
で「
絆
」
が
選
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、

「
漢
字
が
つ
な
ぐ
絆
」
を
テ
ー
マ
に
何
ら

か
の
催
し
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
い

う
若
手
職
員
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
誕
生
し
、

２
０
１
３
年
よ
り
開
催
。本
年
で
１１
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。「
漢
字
一
字
で
気
持
ち

を
伝
え
る
」こ
と
を
通
し
て
、表
語
文
字

（
表
意
文
字
）で
あ
る
漢
字
へ
の
興
味
、関

心
を
よ
り
一
層
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、人
と
人
を
つ
な
ぐ
言
葉
の
大
切
さ
を

見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、最
年
少
５
歳
か
ら
最
年

長
９２
歳
の
方
ま
で
、過
去
最
多
と
な
る

５
万
１
８
２
５
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。本
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た

だ
き
、た
く
さ
ん
の
作
品
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

応
募
作
品
の
漢
字
の
上
位
に
は「
笑
」

「
楽
」「
愛
」「
幸
」「
優
」な
ど
の
明
る
く

前
向
き
で
、人
と
人
と
の
温
か
い
関
係
を

表
す
漢
字
が
並
び
、心
穏
や
か
に
豊
か
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。漢
字
一
字
に
、

思
い
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ま
れ
た
作
品
ば

か
り
で
、ど
れ
も
心
を
打
つ
大
変
す
ば
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
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審
査
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
で
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。一
方
、選
外
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
多
く
の
作
者
の
皆
さ
ま
に
は
、衷
心
よ

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、本
年
度
か
ら
、2
0
2
3
Ｗ
Ｂ

Ｃ
で
監
督
と
し
て
日
本
代
表
を
世
界
一
に

導
い
た
栗
山
英
樹
さ
ん
に
も
審
査
員
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。栗
山
さ
ん
は

監
督
時
代
、経
験
の
浅
い
若
手
選
手
に
、

こ
れ
か
ら
自
分
が
ど
う
い
う
人
に
な
っ
て

ど
う
頑
張
り
た
い
か
を
漢
字
一
字
で
書
か

せ
、そ
れ
を「
守
り
文
字
」と
さ
せ
て
い
た

そ
う
で
す
。（『
漢
検
ジ
ャ
ー
ナ
ル
３６
号
』参
照
）

こ
の
作
品
集
に
は
受
賞
作
お
よ
び
審

査
員
の
皆
さ
ん
の
講
評
、そ
れ
に
佳
作
の
、

計
６０
の
作
品
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。受
賞

者
の
皆
さ
ま
の「
漢
字
一
字
」と
メ
ッ
セ
ー

ジ
、審
査
員
の
講
評
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ま
た
、昨
年
度
第
１０
回
の
開
催
を
機
に

新
設
し
た
、団
体
賞
の
受
賞
団
体
名
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
応
募
い
た
だ
い
た

団
体
の
中
か
ら
、一
次
・
二
次
と
審
査
が

進
む
過
程
で
、そ
の
団
体
に
所
属
す
る
個

人
の
作
品
が
い
く
つ
選
出
さ
れ
た
か
を

集
計
し
、団
体
賞
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
多
数
の
応
募

に
加
え
て
、完
成
度
の
高
い
作
品
を
目
指

し
た
取
り
組
み
を
評
価
い
た
し
ま
し
た
。

団
体
賞
に
選
ば
れ
た
団
体
の
ご
担
当
者

様
、作
者
の
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

新
た
な
審
査
員
も
加
わ
り
、バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
た
本
コ
ン
テ
ス
ト
。こ
の
作
品
集

を
手
に
取
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、漢
字
の
持
つ
す
ば
ら
し
さ
を
再
認

識
す
る
機
会
と
し
て
、ぜ
ひ
と
も
ご
参
加

賜
れ
れ
ば
幸
い
で
す
。

公
益
財
団
法
人 

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会

代
表
理
事　
山
崎 

信
夫
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2
0
2
3
年「
今
年
の
漢
字
」第
1
位

は「
税
」で
し
た
。そ
の
年
を
最
も
よ
く
表

す
漢
字
が
選
ば
れ
る
の
で
す
か
ら
、い
わ
ば

客
観
的
な
指
標
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

一
方
、「
あ
な
た
に
贈
り
た
い
漢
字
」は
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
の
丈
を
込
め
た
、す
こ
ぶ
る

主
観
的
な
も
の
で
す
。で
す
か
ら「
謝
」や

「
感
」「
笑
」「
楽
」「
愛
」「
幸
」「
優
」と

い
っ
た
、心
の
う
ち
に
あ
る
も
の
が
多
く
を

占
め
ま
す
。そ
し
て
泣
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。今
年
の
応
募
は
5
万
1
8
2
5

の
多
数
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。い
つ
も
の
よ
う

に
甲
乙
付
け
が
た
く
審
査
員
一
同
悩
み
ま

し
た
。選
に
漏
れ
た
中
に
も
こ
れ
は
と
い
う

も
の
も
あ
り
ま
し
た
、た
と
え
ば
小
学
生

部
門
の「
憧
」。声
が
大
き
い
人
は
隠
し
事

が
な
い
か
ら
だ
と
お
母
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

だ
か
ら
声
の
大
き
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は「
憧

れ
で
す
」と
。何
だ
か
、見
事
な
世
相
批
判

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
）

審
査
員
長　
橋
本
五
郎
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【
絆き

ず
な
た
い
し
ょ
う

大
賞
】

【
日に

本ほ
ん

漢か
ん

字じ

能の
う

力り
ょ
く

検け
ん

定て
い

協き
ょ
う

会か
い

賞し
ょ
う

】

【
審し

ん

査さ

員い
ん

賞し
ょ
う

】

【
佳か

作さ
く

】

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

部ぶ

門も
ん

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ

※掲載の都道府県、学校名、年齢、職業は応募当時のものです。
※基本的には応募作品の原文をそのまま掲載しておりますが、一部修正を加えている箇所がございます。ご了承ください。

（
千ち
ば
け
ん

葉
県
・ 

松ま
つ
ど
し
り
つ
ほ
く
ぶ
し
ょ
う
が
っ
こ
う

戸
市
立
北
部
小
学
校　

11
歳さ
い

）

田た

中な
か 

渉わ
た

琉る 
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P12

（
三み
え
け
ん

重
県
・
桑く
わ
な
し
り
つ
ふ
か
や
し
ょ
う
が
っ
こ
う

名
市
立
深
谷
小
学
校　

10
歳さ
い

）

川か
わ

尻じ
り 

柚ゆ
う

歩ほ 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P14

（
静し
ず
お
か
け
ん

岡
県
・
富ふ
じ
し
り
つ
た
か
お
か
し
ょ
う
が
っ
こ
う

士
市
立
鷹
岡
小
学
校　

11
歳さ
い

）

野の

口ぐ
ち 

果か

乃の

亜あ 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P20

（
千ち
ば
け
ん

葉
県
・
千ち
ば
し
り
つ

葉
市
立
あ
す
み
が
丘
お
か
し
ょ
う
が
っ
こ
う

小
学
校　

10
歳さ
い

）

岩い
わ

井い 

優ゆ
う

吏り 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P18

（
愛あ
い
ち
け
ん

知
県
・
愛あ
い
ち知

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル　

6
歳さ
い

）

粟あ
わ

田た 

あ
ん
み 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P16

（
大お
お
さ
か
ふ

阪
府
・
関
か
ん
さ
い
そ
う
か
し
ょ
う
が
っ
こ
う

西
創
価
小
学
校　

9
歳さ
い

）

荻お
ぎ

田た 

直な
お

樹き 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22

（
大お
お
さ
か
ふ

阪
府
・
関
か
ん
さ
い
そ
う
か
し
ょ
う
が
っ
こ
う

西
創
価
小
学
校　

12
歳さ
い

）

柏か
し

原は
ら 

優ゆ

衣い 
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22

（
埼さ
い
た
ま
け
ん

玉
県
・
み
の
べ
幼よ
う
ち
え
ん

稚
園
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル　

8
歳さ
い

）

小お

倉ぐ
ら 

陽ひ
ま
り莉 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P22
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（
群
馬
県
・
太
田
市
立
太
田
中
学
校
　
13
歳
）

荒
井 

星
愛 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P28

（
東
京
都
・
貞
静
学
園
高
等
学
校
　
15
歳
）

奥
川 

奏
音 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P30

（
北
海
道
・
北
広
島
市
立
西
の
里
中
学
校
　
13
歳
）

菊
池 

椿
紗 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P32

（
静
岡
県
・
静
岡
県
立
清
水
西
高
等
学
校
　
17
歳
）

渡
邊 

悠 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P34

（
神
奈
川
県
・
東
海
大
学
付
属
相
模
高
等
学
校
中
等
部
　
14
歳
）

笠
井 

海
景 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P36

（
広
島
県
・
三
原
市
立
宮
浦
中
学
校
　
14
歳
）

山
口 

美
春 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P40

（
東
京
都
・
多
摩
市
立
多
摩
中
学
校
　
14
歳
）

髙
野 

真
生 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P38

（
宮
崎
県
・
宮
崎
県
立
高
鍋
高
等
学
校
　
17
歳
）

平
松 

理
沙 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P44

（
神
奈
川
県
・
フ
ェ
リ
シ
ア
高
等
学
校
　
18
歳
）

鈴
木 

捺
月 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P46

（
東
京
都
・
東
京
都
立
赤
羽
北
桜
高
等
学
校
　
15
歳
）

𠮷
田 

彩
乃 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P42

（
香
川
県
・
丸
亀
市
立
南
中
学
校
　
12
歳
）

今
川 

奈
緒 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

（
滋
賀
県
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
近
江
兄
弟
社
中
学
校
　
14
歳
）

岡
﨑 

瑠
寧 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

（
広
島
県
・
三
原
市
立
宮
浦
中
学
校
　
15
歳
）

西
村 

海
美 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
茨
城
県
・
石
岡
市
立
石
岡
中
学
校
　
14
歳
）

沼
田 

友
里
愛 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
栃
木
県
・
小
山
市
立
美
田
中
学
校
　
15
歳
）

岸 

啓
輔 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P48

（
広
島
県
・
三
原
市
立
宮
浦
中
学
校
　
14
歳
）

砂
田 

あ
か
ね 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
東
京
都
・
大
田
区
立
貝
塚
中
学
校
　
14
歳
）

中
本 

唯
花 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P49

（
大
阪
府
・
柏
原
市
立
堅
下
北
中
学
校
　
13
歳
）

松
村 

小
次
郎 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

（
大
阪
府
・
松
原
市
立
松
原
中
学
校
　
12
歳
）

山
村 

優
芽 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P50

【
絆
大
賞
】

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
】

【
審
査
員
賞
】

【
佳
作
】

中
学
生・高
校
生
部
門
受
賞
者

（
新に
い
が
た
け
ん

潟
県
・
長
な
が
お
か
し
り
つ
か
み
ぐ
み
し
ょ
う
が
っ
こ
う

岡
市
立
上
組
小
学
校　

9
歳さ
い

）

小こ

林ば
や
し 

紬つ
む
ぎ 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
静し
ず
お
か
け
ん

岡
県
・
富
ふ
じ
し
り
つ
た
か
お
か
し
ょ
う
が
っ
こ
う

士
市
立
鷹
岡
小
学
校　

11
歳さ
い

）

小こ

林ば
や
し 

文ふ
み

斗と 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
福ふ
く
し
ま
け
ん

島
県
・
桜
さ
く
らの

聖せ
い
ぼ
が
く
い
ん
し
ょ
う
が
っ
こ
う

母
学
院
小
学
校　

9
歳さ
い

）

中な
か

島じ
ま 

彩さ

智ち 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
静し
ず
お
か
け
ん

岡
県
・
富
ふ
じ
し
り
つ
た
か
お
か
し
ょ
う
が
っ
こ
う

士
市
立
鷹
岡
小
学
校　

12
歳さ
い

）

中な
か

原は
ら 

遼り
ょ
う 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
沖お
き
な
わ
け
ん

縄
県
・
那な
は
し
り
つ
お
お
な
し
ょ
う
が
っ
こ
う

覇
市
立
大
名
小
学
校　

7
歳さ
い

）

下し
も

里さ
と 

あ
か
り 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P24

（
東と
う
き
ょ
う
と

京
都
・
三
み
た
か
し
り
つ
だ
い
よ
ん
し
ょ
う
が
っ
こ
う

鷹
市
立
第
四
小
学
校　

10
歳さ
い

）

近こ
ん

藤ど
う 

祐ゆ
う

都と 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P23

（
大お
お
さ
か
ふ

阪
府
・
大
お
お
さ
か
し
り
つ
お
お
え
し
ょ
う
が
っ
こ
う

阪
市
立
大
江
小
学
校　

11
歳さ
い

）

森も
り

脇わ
き 

奏か
な
で 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P25

　8



（
神
奈
川
県
・
川
崎
市
立
塚
越
中
学
校
　
13
歳
）

𠮷
田 
恵
春 
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
群
馬
県
・
群
馬
県
立
伊
勢
崎
興
陽
高
等
学
校
　
16
歳
）

廣
瀬 

航 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
東
京
都
・
東
京
都
立
荻
窪
高
等
学
校
　
16
歳
）

岩
下 

誠
優 
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
神
奈
川
県
・
鎌
倉
女
学
院
高
等
学
校
　
16
歳
）

大
戸 

理
紗
子 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P51

（
福
岡
県
・
昭
和
学
園
高
等
学
校
　
16
歳
）

清
原 

ま
い
子 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
大
阪
府
・
浪
速
高
等
学
校
　
15
歳
）

西
山 

空
我 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P52

（
大
分
県
・
柳
ヶ
浦
高
等
学
校
　
16
歳
）

葊
瀬 

の
ど
か 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
東
京
都
・
帝
京
高
等
学
校
　
16
歳
）

藤
原 

史
奈 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
新
潟
県
・
新
潟
県
立
十
日
町
総
合
高
等
学
校
　
18
歳
）

湯
浅 

京
太 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P54

（
東
京
都
・
東
京
都
立
田
無
高
等
学
校
　
18
歳
）

湯
澤 

美
波 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P54

（
千
葉
県
・
勇
志
国
際
高
等
学
校
　
16
歳
）

茂
木 

悠
大 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P53

（
栃
木
県
・
主
婦
）

西
園 

多
佳
子 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P56

（
宮
崎
県
・
会
社
員
）

黒
木 

る
い 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P58

（
北
海
道
・
小
学
校
教
頭
）

小
林 

直
樹 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P60

（
埼
玉
県
・
公
務
員
）

松
村 

香
緒
理 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P62

（
東
京
都
・
パ
ー
ト
）

丸
山 
明
日
香 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P64

（
山
梨
県
・
自
営
業
）

佐
野 

直
美 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
東
京
都
）

泉 

茜
さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
愛
知
県
・
会
社
員
）

竹
内 

祐
司 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
福
井
県
・
団
体
職
員
）

福
井 

美
津
江 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

相
模
原
市
立
大
野
台
小
学
校
５
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

P69

富
士
市
立
鷹
岡
小
学
校
６
年
生

関
西
創
価
小
学
校

北
広
島
市
立
西
の
里
中
学
校

札
幌
市
立
月
寒
中
学
校
２
学
年

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園　

近
江
兄
弟
社
中
学
校

東
京
都
立
赤
羽
北
桜
高
等
学
校

鎌
倉
女
学
院
高
等
学
校

愛
知
県
立
一
宮
商
業
高
等
学
校

み
の
べ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル

（
奈
良
県
・
非
常
勤
講
師
）

福
島 

千
佳 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
広
島
県
・
教
員
）

川
上 

絵
里
奈 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P66

（
東
京
都
・
主
婦
）

山
元 

郁
乃 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P69

（
福
岡
県
・
教
員
）

能
美 

朗 

さ
ん
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

（
神
奈
川
県
・
教
員
）

藤
井 

満
帆 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P68

（
東
京
都
・
教
員
）

畑
山 

真
咲 

さ
ん
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

P67

【
絆
大
賞
】

【
日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
賞
】

【
審
査
員
賞
】

【
佳
作
】

大
学
生
・一
般
部
門
受
賞
者

団
体
賞
　
受
賞
団
体

9



　10



11

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

部ぶ

門も
ん

受じ
ゅ

賞し
ょ
う

者し
ゃ



　12

絆 大 賞
 きずな             たい              しょう

（千
ち

葉
ば

県
けん

・松
まつ

戸
ど

市
し

立
りつ

北
ほく

部
ぶ

小
しょう

学
がっ

校
こう

 11 歳
さい

）

田 中  渉 琉 さ ん
た わたなか る

の
ぞ

ね
が

じ

じ

じ

じ

じ

き

か
ん

い
ち

い
ち

に
ち

に
ち

じ

か
ん

か
ん

か
ん

か
ん

も

お
く

じ

の

く
だ

か
ん

み
じ
か

な
が

あ
そ

べ
ん

き
ょ
う

じ

か
ん

が
っ

が
っ

こ
う

こ
う

じ
ゅ

ぎ
ょ
う

と
も

だ
ち

か
ん

ぼ
く

い
ち

に
ち



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

13

審し
ん

査さ

員い
ん

の
皆み

な

様さ
ま

、
大お

お

き
な
賞

し
ょ
う

に
選え

ら

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

内な
い

定て
い

を
も
ら
っ
た
時と

き

は
、
ど
ん
な
賞

し
ょ
う
だ
ろ
う
？
と
思お

も

い
な
が

ら
も
、
手て

紙が
み

は
家い

え

で
お
母か

あ

さ
ん
と
読よ

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
家い

え

に

帰か
え

っ
て
手て

紙が
み

を
よ
く
読よ

ん
で
み
る
と
、
「
絆

き
ず
な

大た
い

賞し
ょ
う」
と
書か

い
て
あ

り
、
調し
ら

べ
た
ら
一い

ち

番ば
ん

の
賞

し
ょ
う

で
し
た
。
僕ぼ

く

が
大た

い

賞し
ょ
うを

取と

れ
る
な
ん
て

思お
も

い
も
し
な
か
っ
た
の
で
驚

お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
あ
の
嬉う

れ

し
さ
は
い
つ
に

な
っ
て
も
忘わ
す

れ
ま
せ
ん
。

「
絆
き
ず
な

大た
い

賞し
ょ
う」

を
自じ

信し
ん

に
つ
な
げ
、
来ら

い

年ね
ん

度ど

も
コ
ン
テ
ス
ト
に
参さ

ん

加か

し
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。

こ
の
作さ
く

品ひ
ん

に
は
、
最さ

い

高こ
う

の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
・
先せ

ん

生せ
い

と
別わ

か

れ
た
く

な
い
と
い
う
気き

持も

ち
を
込こ

め
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
時じ

間か
ん

は
「
延の

」
び
て
く
れ
ま
せ
ん
。
残の

こ

り
僅わ

ず

か
な
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

生せ
い

活か
つ

も
、
こ
れ
か
ら
先さ

き

も
時じ

間か
ん

を
大た

い

切せ
つ

に
し
て
、
素す

敵て
き

な
時じ

間か
ん

を
作つ

く

り
た
い
と
思お

も

い
ま
す
。
　

「
一い

ち

日に
ち

の
時じ

間か
ん

を
延の

ば
し
て
下く

だ

さ
い
！！
」
と
は
、
な
ん
と
す

ご
い
発は
っ

想そ
う

で
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
延の

ば
し
て
ほ
し
い
の
は
遊あ

そ

び
時じ

間か
ん

で
あ
っ
て
、
「
勉べ

ん

強き
ょ
うす
る
時じ

間か
ん

は
そ
の
ま
ま
で
」
と
は
、
渉わ

た

琉る

く
ん
の
本ほ

ん

心し
ん

が
現

あ
ら
わ

れ
て
い
ま
す
ね
。
思お

も

わ
ず
笑わ

ら

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
も
、
誤ご

解か
い

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思お

も

っ
て
、
ち
ゃ
ん

と
逃に

げ
を
打う

っ
て
い
ま
す
。
（
学が

っ

校こ
う

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うは

除の
ぞ

く
。
）
と
。
こ

の
あ
た
り
は
考
か
ん
が
え
に
考

か
ん
が
え
抜ぬ

い
た
あ
と
さ
え
感か

ん

じ
ら
れ
ま
す
。
こ

う
い
う
の
を
「
戦せ
ん

略
り
ゃ
く

的て
き

」
と
言い

う
ん
で
す
よ
。
私

わ
た
し

に
は
、
贈お

く

る
相あ

い

手て

が
「
時じ

間か
ん

さ
ん
」
で
あ
る
こ
と
も
含ふ

く

め
て
、
渉わ

た

琉る

く
ん
が
一い

っ

生
し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

考か
ん
がえ
て
い
る
姿

す
が
た
が
目め

に
浮う

か
び
ま
す
。
と
て
も
気き

に
入い

り
ま

し
た
。
（
橋は
し

本も
と

五ご

郎ろ
う

）



　14

日
に

本
ほん

漢
かん

字
じ

能
のう

力
りょく

検
けん

定
てい

協
きょう

会
かい

賞
しょう

（三
み

重
え

県
けん

・桑
くわ

名
な

市
し

立
りつ

深
ふか

谷
や

小
しょう

学
がっ

校
こう

 10 歳
さい

）

川 尻  柚 歩 さ ん
ゆうじり ほかわ

と
う

か
あ
　

か
わ
　

ゆ
う
　
　 

ほ
　

わ
た
し

わ
た
し

と
う

と
も

と
も

だ
ち

た
ち

と
う

か
あ

う
え

さ
きも

け
ん

こ
う

しな
が

い

こ
わ

き

お
も

さ
ん

に
ん

し
た

ひ
と
り か

あ

か
あ

と
し

う
え



受じ
ゅ

賞し
ょ
う
コ
メ
ン
ト

審し
ん

査さ

員い
ん

か
ら
の
コ
メ
ン
ト

15

ま
さ
か
自じ

分ぶ
ん

が
書か

い
た
作さ

く

品ひ
ん

が
、
賞

し
ょ
う

に
選え

ら

ば
れ
る
と
は
思お

も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先せ

ん

生せ
い

か
ら
、
入

に
ゅ
う

賞し
ょ
うし

た
と
聞き

い
た
と
き
、

「
え
っ
！！
」
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
ど
、
そ
れ
だ
け
で
し
た
。
で

も
、
校こ
う

長
ち
ょ
う

先せ
ん

生せ
い

や
家か

族ぞ
く

が
「
す
ご
い
、
す
ご
い
」
と
言い

っ
て
い

て
、
だ
ん
だ
ん
そ
ん
な
に
す
ご
い
こ
と
な
ん
だ
な
と
思お
も

い
ま
し

た
。
賞
し
ょ
う

に
選え

ら

ば
れ
て
本ほ

ん

当と
う

に
う
れ
し
い
で
す
。

選え
ら

ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
に
感か

ん

謝し
ゃ

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
い
つ
ま
で
も
、
お
母か
あ

さ
ん
お
父と

う

さ
ん
に
、
健け

ん

康こ
う

で
長な

が

生い

き
し
て
ほ
し
い
で
す
。

協き
ょ
う

会か
い

賞し
ょ
う、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

健け
ん

康こ
う

、
健け

ん

在ざ
い

、
健け

ん

全ぜ
ん

、
健け

ん

闘と
う

・
・
・
の
「
健け

ん

」
。
訓く

ん

読よ

み
で

「
≪
す
こ
≫
や
か
」
。

「
健け
ん

」
っ
て
い
い
漢か

ん

字じ

で
す
よ
ね
。

柚ゆ
う

歩ほ

さ
ん
が
お
父と

う

さ
ん
、
お
母か

あ

さ
ん
に
贈お

く

り
た
い
漢か

ん

字じ

と
し
て

「
健け
ん

」
を
選え

ら

ば
れ
た
こ
と
、
非ひ

常じ
ょ
うに

よ
く
わ
か
り
ま
す
。
審し

ん

査さ

員い
ん

長ち
ょ
うの
橋は

し

本も
と

五ご

郎ろ
う

さ
ん
が
、
選せ

ん

考こ
う

会か
い

で
「
い
つ
の
時じ

代だ
い

で
も
子こ

供ど
も

に

と
っ
て
の
一い
ち

番ば
ん

の
心し

ん

配ぱ
い

ご
と
は
、
独ひ

と

り
ぼ
っ
ち
に
な
る
こ
と
、
親お

や

が
い
な
く
な
る
こ
と
だ
。
そ
の
気き

持も

ち
が
す
ご
く
伝つ

た

わ
っ
て
く
る

作さ
く

品ひ
ん

だ
」
と
言い

い
、
協

き
ょ
う

会か
い

賞し
ょ
うに
選せ

ん

定て
い

し
ま
し
た
。

小し
ょ
う

学が
く

生せ
い

の
柚ゆ

う

歩ほ

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
だ
れ
も
が
、
親お

や

に
は
い

つ
ま
で
も
健け
ん

康こ
う

で
長な

が

生い

き
し
て
ほ
し
い
と
思お

も

う
も
の
で
す
。
み
ん

な
の
気き

持も

ち
を
代だ

い

表ひ
ょ
うし

て
い
る
作さ

く

品ひ
ん

で
、
素す

直な
お

な
気き

持も

ち
が
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

さ
れ
て
お
り
、
本ほ

ん

当と
う

に
良よ

い
作さ

く

品ひ
ん

で
し
た
。
柚ゆ

う

歩ほ

さ
ん
も
元げ

ん

気き

で

健け
ん

康こ
う

に
す
ご
し
、
た
く
さ
ん
親お

や

孝こ
う

行こ
う

し
て
く
だ
さ
い
ね
。

（
山や
ま

崎ざ
き

信の
ぶ

夫お

）
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あい

知
ち

県
けん

・愛
あい

知
ち

インターナショナルスクール 6 歳
さい

）

粟 田  あ ん み さ ん
たあわ

わ
た
し

わ
た
し

あ
い

あ
い

わ
た
し

わ
た
し

か
お

お
く
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相あ
い

手て

を
心

こ
こ
ろ

の
底そ

こ

か
ら
愛い

と

お
し
く
思お

も

う
こ
と
、
小ち

い

さ
い
頃こ

ろ

、
一い

ち

番ば
ん

経け
い

験け
ん

し
て
ほ
し
い
感か

ん

情じ
ょ
うで

す
。
ゴ
マ
ち
ゃ
ん
と
触ふ

れ
合あ

っ
て
遊あ

そ

び
た
い
、
で
も
自じ

分ぶ
ん

の
身か

ら
だ体
の
こ
と
を
考

か
ん
が
え
れ
ば
、
我が

慢ま
ん

も
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
で
も
自じ

分ぶ
ん

の
で
き
る
限か

ぎ

り
の
こ
と
を
考

か
ん
が

え
、
い
っ
ぱ
い
愛あ

い

を
送お

く

る
。
こ
ん
な
優や

さ

し
い
感か

ん

情じ
ょ
うを
も
っ
て
い
て

く
れ
れ
ば
、
と
っ
て
も
素す

敵て
き

な
人ひ

と

に
な
っ
て
く
れ
る
と
心

こ
こ
ろ

の
底そ

こ

か

ら
思お
も

え
ま
す
。
き
っ
と
い
つ
か
顔か

お

を
埋う

ず

め
る
こ
と
が
で
き
る
日ひ

が

来く

る
と
信し

ん

じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
ゴ
マ
ち
ゃ
ん
を
大た

い

切せ
つ

に
。
本ほ

ん

当と
う

に

愛あ
い

す
る
と
い
う
気き

持も

ち
が
伝つ

た

わ
っ
て
来き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
、

あ
ん
み
ち
ゃ
ん
！
（
栗く
り

山や
ま

英ひ
で

樹き

）

マ
マ
か
ら
賞
し
ょ
う

を
も
ら
っ
た
こ
と
を
聞き

い
て
ヤ
ッ
タ
ー
と
と
び
上あ

が
り
ま
し
た
。
漢か

ん

字じ

は
む
ず
か
し
い
け
れ
ど
た
く
さ
ん
書か

け
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

実じ
つ

は
私

わ
た
し

の
家い

え

に
は
私

わ
た
し

が
生う

ま
れ
る
前ま

え

か
ら
4
ひ
き
の
ね
こ
が
い

ま
す
。
ご
ま
ち
ゃ
ん
は
ポ
ッ
チ
ャ
リ
し
た
グ
レ
ー
の
ね
こ
で
す
。

ご
ま
ち
ゃ
ん
は
私
わ
た
し

が
な
げ
た
お
も
ち
ゃ
を
く
わ
え
て
も
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
わ
た
し
が
勉べ

ん

強き
ょ
うし
て
い
る
時と

き

は
い
つ
も
私

わ
た
し
の
そ
ば

に
い
ま
す
。

そ
ん
な
か
し
こ
く
て
や
さ
し
い
私
わ
た
し

の
大だ

い

好す

き
な
ご
ま
ち
ゃ
ん
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
漢か
ん

字じ

の
作さ

く

品ひ
ん

が
大お

お

き
な
賞

し
ょ
う
に
え
ら
ん
で
も
ら
え

て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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審
しん

査
さ

員
いん

賞
しょう

（千
ち

葉
ば

県
けん

・千
ち

葉
ば

市
し

立
りつ

あすみが丘
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

 10 歳
さい

）

岩 井  優 吏 さ ん
ゆうい りいわ

か
み

ぼ
く

ぼ
く

き
わ

あ
そ

あ
そ

さ
か
な

ぼ
く

こ
と

ぜ
ん

ぶ

し

い
っ

い
っ

ひ
る

し
ょ

し
ょ

ね

す

や
さ

か
ん

じ

お
く

た
い

り
ょ
く

い

い
わ

ゆ
う

り
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ぼ
く
は
国こ

く

語ご

が
苦に

が

手て

で
す
。
こ
の
受じ

ゅ

賞し
ょ
うコ

メ
ン
ト
を
書か

か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
聞き

い
た
と
き
に
、
た
い
へ
ん
だ
な
ぁ
と
思お

も

っ
た

く
ら
い
苦に
が

手て

で
す
。
だ
か
ら
、
ぼ
く
の
こ
と
を
知し

っ
て
い
る
家か

族ぞ
く

も
み
ん
な
び
っ
く
り
し
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
ぼ
く
も
予よ

想そ
う

し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
応お
う

ぼ
し
た
時と

き

、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
お
く
り
た

い
漢か
ん

字じ

は
す
ぐ
に
決き

ま
り
ま
し
た
。
で
も
文ぶ

ん

章し
ょ
うを
考

か
ん
が
え
る
こ
と
は

く
ろ
う
し
ま
し
た
。
時じ

間か
ん

も
た
く
さ
ん
必ひ

つ

要よ
う

で
し
た
。
た
い
へ
ん

だ
っ
た
け
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
大だ
い

好す

き
な
こ
と
は
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
き
た

と
思お
も

い
ま
す
。

苦に
が

手て

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
初は

じ

め
て
賞

し
ょ
う

を
も
ら
え
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

少し
ょ
う

年ね
ん

時じ

代だ
い

の
憧

あ
こ
が

れ
が
、
大だ

い

好す

き
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
昔

む
か
し

は
み
ん

な
父ち
ち

や
祖そ

父ふ

に
憧

あ
こ
が

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
姿

す
が
た

を
感か

ん

じ
ら
れ
る
、

一い
っ

緒し
ょ

に
過す

ご
し
て
い
る
家か

族ぞ
く

が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
日に

本ほ
ん

に
一い

ち

番ば
ん

必ひ
つ

要よ
う

で
、
現げ

ん

代だ
い

で
は
忘わ

す

れ
去さ

ら
れ
が
ち
の
よ
う
な

気き

が
し
ま
す
。
我わ

れ

々わ
れ

、
大お

と
な人
が
意い

識し
き

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

を
実じ
っ

践せ
ん

し
て
く
れ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
感か

ん

謝し
ゃ

。
そ
し
て
そ
れ

を
素す

直な
お

に
心

こ
こ
ろ
で
感か

ん

じ
て
い
る
優ゆ

う

吏り

君く
ん

に
感か

ん

動ど
う

し
ま
し
た
。
そ
の
思お

も

い
を
達た

つ

人じ
ん

、
一い

ち

字じ

で
「
極
」
と
い
う
言こ

と

葉ば

で
の
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

が
秀

し
ゅ
う

逸い
つ

。
こ

ん
な
言こ
と

葉ば

を
も
ら
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
涙

な
み
だ

に
む
せ
ぶ
姿

す
が
た

が
目め

に

浮う

か
び
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
の
ま
ご
こ
ろ
、
大た

い

切せ
つ

に
ね
。
本ほ

ん

当と
う

に
あ
り
が
と
う
！
（
栗く

り

山や
ま

英ひ
で

樹き

）
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審
しん

査
さ

員
いん

賞
しょう

（静
しず

岡
おか

県
けん

・富
ふ

士
じ

市
し

立
りつ

鷹
たか

岡
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

 11 歳
さい

）

野 口  果 乃 亜 さ ん
かぐち あの の

わ
た
し

わ
た
し

ご

ね
ん

か

お
も

お
と
な

も

き

じ

ぶ
ん

か
せ

あ
き
ら

じ

か
ん

は
ん

た
いお

はへ
び

か

ち
ゅ
う

る
い

い

い

だ
い

す

か
　
　
　  

の
　
　
　
あ
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ま
さ
か
自じ

分ぶ
ん

が
書か

い
た
文ぶ

ん

が
受じ

ゅ

賞し
ょ
うで

き
る
と
は
思お

も

わ
ず
、
び
っ

く
り
し
た
け
ど
す
ご
く
う
れ
し
い
出で

来き

事ご
と

で
し
た
。

「
蛇へ
び

」
と
い
う
字じ

で
受じ

ゅ

賞し
ょ
うす
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
自じ

分ぶ
ん

の

蛇へ
び

が
好す

き
と
い
う
気き

持も

ち
を
表

あ
ら
わ

せ
た
と
思お

も

い
ま
す
。

蛇へ
び

の
好す

き
な
所

と
こ
ろ
は
、
か
わ
い
い
蛇へ

び

や
か
っ
こ
い
い
蛇へ

び

が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と
で
す
。

蛇へ
び

だ
け
で
な
く
、
他ほ

か

の
爬は

虫
ち
ゅ
う

類る
い

に
も
興

き
ょ
う
味み

が
あ
り
ま
す
。

高こ
う

校こ
う

生せ
い

に
な
っ
た
ら
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
が
ん
ば
っ
て
貯ち

ょ

金き
ん

を
し
て
か
ら
、
コ
ー
ン
ス
ネ
ー
ク
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
種し

ゅ

類る
い

を
飼か

っ
て
み
た
い
で
す
。

将し
ょ
う

来ら
い

の
夢ゆ

め

は
、
爬は

虫
ち
ゅ
う

類る
い

に
関か

か

わ
る
仕し

事ご
と

に
就つ

く
こ
と
で
す
。

大だ
い

好す

き
な
も
の
、
誰だ

れ

が
何な

ん

と
言い

っ
て
も
実じ

っ

行こ
う

す
る
覚か

く

悟ご

が

„
蛇へ
び

＂
と
い
う
字じ

か
ら
は
っ
き
り
感か

ん

じ
ら
れ
て
う
れ
し
い
で
す
。

何な

故ぜ

か
と
言い

え
ば
、
子こ

供ど
も

の
こ
ろ
か
ら
自じ

分ぶ
ん

で
考

か
ん
が
え
て
自じ

分ぶ
ん

で

決き

め
て
行こ

う

動ど
う

す
る
。
自じ

分ぶ
ん

の
夢ゆ

め

を
形

か
た
ち

に
し
て
い
く
人ひ

と

は
ほ
と
ん
ど

こ
う
い
っ
た
人ひ
と

た
ち
な
の
だ
と
最さ

い

近き
ん

特と
く

に
実じ

っ

感か
ん

す
る
。
そ
れ
も
、

父ち
ち

と
母は

は

の
思お

も

い
両

り
ょ
う

方ほ
う

を
意い

識し
き

し
な
が
ら
自じ

分ぶ
ん

の
思お

も

い
を
必

か
な
ら

ず
達た

っ

成せ
い

す
る
と
い
う
覚か

く

悟ご

を
感か

ん

じ
ま
す
。
こ
れ
は
大お

と
な人
に
な
っ
た
ら
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
早は
や

い
時じ

期き

の
感か

ん

性せ
い

は
必ひ

つ

要よ
う

で
、
私

わ
た
し

も

も
っ
と
そ
う
い
っ
た
感か
ん

性せ
い

が
あ
っ
た
な
ら
、
と
憧

あ
こ
が

れ
の
部ぶ

分ぶ
ん

で
も

あ
り
ま
す
。
果か

乃の

亜あ

ち
ゃ
ん
、
頑が

ん

張ば

っ
て
ね
！
（
栗く

り

山や
ま

英ひ
で

樹き

）
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か　　　　　  さく

佳 作

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

私わ
た
しが
、
お
母か
あ

さ
ん
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
て
声こ
え

大お
お

き

い
よ
ね
。
と
言い

う
と
声こ
え

が
大お
お

き
い
人ひ
と

は
隠か
く

し
事ご
と

が

無な

い
か
ら
だ
と
言い

い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

声こ
え

が
大お
お

き
く
て
な
い
し
ょ
話
ば
な
し
が
で
き
な
い
と
言い

っ

て
い
ま
し
た
。
声こ

え

が
大お
お

き
く
て
も
隠か
く

し
事ご
と

が
な
い

の
は
す
ご
い
な
と
思お

も

い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
憧

あ
こ
が
れ
で
す
。

おばあちゃん

優
ゆ

衣
い

（
大お
お

阪さ
か
府ふ

・
関か
ん

西さ
い

創そ
う
価か

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

12
歳さ
い
）

柏
原 

優
衣
さ
ん

か
し

ゆ

は
ら

い

「
人ひ
と

に
は
や
さ
し
く
ね
。」
お
母か
あ

さ
ん
が
い
つ
も

ぼ
く
に
言い

う
言こ
と

葉ば

だ
ね
。
人ひ
と

に
や
さ
し
く
す
る
と
自じ

分ぶ
ん

に
や
さ
し
さ
が
返か
え

っ
て
く
る
か
ら
と
お
母か
あ

さ
ん
が

い
つ
も
言い

っ
て
い
て
、「
本ほ
ん

当と
う

か
な
ぁ
。」
と
思お
も

っ
て

き
た
け
ど
、
ぼ
く
の
ま
わ
り
に
は
、
気き

づ
け
ば
や
さ

し
い
人ひ

と

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
お
母か
あ

さ
ん
の
言こ
と

葉ば

は

本ほ
ん

当と
う

だ
。

お母
かあ

さん

直
なお

樹
き

（
大お
お

阪さ
か
府ふ

・
関か
ん

西さ
い

創そ
う
価か

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

9
歳さ
い
）

荻
田 

直
樹
さ
ん

お
ぎ

な
お

た

き

わ
た
し
の
妹
い
も
う
とは
、
一い
ち

年ね
ん

前ま
え

に
コ
ロ
ナ
で
の
う
し
ょ

う
に
な
り
、
歩あ

る

け
な
く
な
り
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
を

つ
づ
け
て
、
今い

ま

で
は
歩あ
る

い
た
り
走は
し

っ
た
り
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ね
え
ね
と
言い

い
な
が
ら
歩あ
る

い
て

き
て
く
れ
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

い
っ
し
ょ
に
手て

を
つ
な
ぎ
歩あ

る

い
て
い
き
た
い
で
す
。

妹
いもうと

お姉
ねえ

ちゃん

（
埼さ
い

玉た
ま
県け
ん
・
み
の
べ
幼よ
う
稚ち

園え
ん
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル  

8
歳さ
い
）

小
倉 

陽
莉
さ
ん

お

ひ

ま

り

ぐ
ら
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【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

私わ
た
し
に
は
、
弟
お
と
う
とが
い
ま
す
。
弟
お
と
う
とは
い
つ
も
動う
ご

き
回ま
わ

っ

て
い
て
、
ご
は
ん
を
よ
く
食た

べ
ま
す
。
食た

べ
終お

わ
る

と
お
な
か
が
パ
ン
パ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
は
ん

を
食た

べ
て
い
る
弟
お
と
う
とは
「
う
ま
い
！！
」
と
言い

っ
て
と
て

も
幸

し
あ
わ
せ
そ
う
で
す
。
料
り
ょ
う

理り

上じ
ょ
う

手ず

に
な
っ
て
お
い
し
い

ご
は
ん
を
食た

べ
さ
せ
て
あ
げ
た
い
で
す
。 弟

おとうと

お姉
ねえ

ちゃん

（
新に
い

潟が
た
県け
ん
・
長な
が

岡お
か
市し

立り
つ

上か
み

組ぐ
み

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

9
歳さ
い
）

小
林 
紬
さ
ん

こ

つ
む
ぎ

ば
や
し

え
っ
ほ
、
え
っ
ほ
。
鷹た
か

岡お
か

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

へ
。
僕ぼ
く

は
今い
ま

ず
っ
と
、
こ
の
鷹た
か

岡お
か

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

と
い
う
道み
ち

を
走は
し

り
続つ
づ

け
て
い
ま
す
。
一い
ち

年ね
ん

か
ら
六ろ
く

年ね
ん

ま
で
ず
っ
と
走は
し

り
続つ
づ

け
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
も
う
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
は
終お

わ

り
で
す
。
第だ

い

二に

ス
テ
ー
ジ
中
ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

へ
と
進す
す

み
ま
す
。

あ
り
が
と
う
鷹た

か

小し
ょ
う。
最さ
い

後ご

に
こ
の
道み
ち

と
い
う
字じ

を
送お
く

り
ま
す
。

鷹
たか

岡
おか

小
しょう

学
がっ

校
こう

小
こ

林
ばやし

文
ふみ

斗
と

（
静し
ず

岡お
か
県け
ん
・
富ふ

士じ

市し

立り
つ

鷹た
か

岡お
か

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

11
歳さ
い
）

小
林 

文
斗
さ
ん

こ

ふ
み

ば
や
し

と

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
や
み
賑に
ぎ

わ
い
を
取と

り
戻も
ど

し
て

き
た
三み

鷹た
か

。
僕ぼ
く

は
、
僕ぼ
く

の
誇ほ
こ

ら
し
い
三み

鷹た
か

に
自じ

分ぶ
ん

の

名な

前ま
え

の
一ひ
と

文も

字じ

で
も
あ
る「
都
」を
贈お
く

り
ま
す
。「
都
」

と
い
う
漢か

ん

字じ

に
は
、
人ひ
と

が
集あ
つ

ま
る
賑に
ぎ

や
か
な
町ま
ち

と
い

う
意い

味み

が
あ
り
ま
す
。
色い

ろ

々い
ろ

な
人ひ

と

々び
と

が
集あ

つ

ま
り
賑に

ぎ

や

か
な
日に

ち

常じ
ょ
うが
戻も
ど

っ
て
く
る
こ
と
を
待ま

っ
て
い
ま
す
。

（
東と
う

京
き
ょ
う
都と

・
三み

鷹た
か
市し

立り
つ

第だ
い

四よ
ん

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

10
歳さ
い
）

近
藤 

祐
都
さ
ん

こ
ん

ど
う

ゆ
う

と

三
み

鷹
たか

祐
ゆう

都
と
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か　　　　　  さく

佳 作

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ン
。
か
い
も
の

に
い
く
と
き
も
、
車

く
る
ま
じ
ゃ
な
く
て
あ
る
い
て
い
く
。

そ
し
て
、
い
つ
も
え
い
よ
う
ま
ん
て
ん
の
モ
リ
モ
リ

ご
は
ん
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
。
か
み
の
け
さ
ら
さ
ら

で
パ
ー
マ
も
に
あ
う
。
７２
さ
い
に
は
、み
え
な
い
よ
。

１００
さ
い
ま
で
な
が
い
き
し
て
ね
。

おばあちゃん

あかり

（
沖お
き

縄な
わ
県け
ん
・
那な

覇は

市し

立り
つ

大お
お
名な

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

7
歳さ
い
）

下
里 

あ
か
り
さ
ん

し
も

さ
と

お
れ
は
大お
と
な人
に
な
っ
た
自じ

分ぶ
ん

に
「
前ま
え

」
と
い
う
字じ

を
お
く
り
ま
す
。
大お
と
な人
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
道み
ち

が

あ
っ
て
、
そ
の
度た

び

に
迷ま
よ

う
と
思お
も

い
ま
す
が
、
ど
こ
に

向む

か
っ
て
い
る
か
分わ

か
ら
な
く
な
っ
た
時と
き

で
も
、
自じ

分ぶ
ん

の
向む

い
て
る
方ほ
う

向こ
う

が
前ま
え

な
ん
だ
と
い
う
事こ
と

を
分わ

か
っ
て
前ま
え

向む

き
に
生い

き
て
く
だ
さ
い
。

大
おとな

人になった自
じ

分
ぶん

小
しょう

学
がく

生
せい

の自
じ

分
ぶん

（
静し
ず

岡お
か
県け
ん
・
富ふ

士じ

市し

立り
つ

鷹た
か

岡お
か

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

12
歳さ
い
）

中
原 

遼
さ
ん

な
か

り
ょ
う

は
ら

わ
た
し
は
、
言こ
と

葉ば

の
持も

つ
力
ち
か
ら
を
お
母か
あ

さ
ん
か
ら
教お
し

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、「
木き

か
ら
葉は

が
落お

ち
た
ら
も
と
に
も
ど
せ
な
い
で
し
ょ
。
言こ
と

葉ば

も
同お
な

じ
な
ん
だ
と
思お
も

う
よ
。」
そ
の
話
は
な
し
を
聞き

い
て
そ
の
通と
お

り
だ
と
思お
も

っ
た
の
で
友と
も

だ
ち
に
も
教お
し

え
て
あ
げ
ま
し

た
。
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
時と

き

の
言こ
と

葉ば

に
気き

を
つ
け
た

い
で
す
。

わたし

中
なか

島
じま

彩
さ

智
ち

（
福ふ
く

島し
ま
県け
ん
・
桜
さ
く
らの
聖せ
い
母ぼ

学が
く

院い
ん

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

9
歳さ
い
）

中
島 

彩
智
さ
ん

な
か

さ

じ
ま

ち
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【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

【贈
おく

りたい相
あい

手
て

】

【贈
おく

り主
ぬし

】

私わ
た
し
は
、
音お
ん

楽が
く

が
好す

き
で
す
。
演え
ん

奏そ
う

を
聞き

い
た
り
、

演え
ん

奏そ
う

を
す
る
の
も
好す

き
で
す
。
色い
ろ

々い
ろ

な
楽が
っ

器き

を
使つ
か

っ

て
、
美

う
つ
く
し
い
音お
と

を
奏か
な

で
て
み
た
い
で
す
。
な
の
で
、

色い
ろ

々い
ろ

な
楽が
っ

器き

に
つ
い
て
、
こ
れ
は
、
こ
ん
な
音お
と

が
鳴な

る
と
、
知し

り
た
い
で
す
。「
奏

か
な
で

」
と
い
う
名な

前ま
え

を
つ

け
て
く
れ
た
お
父と

う

さ
ん
に
素す

敵て
き

な
演え
ん

奏そ
う

を
送お
く

り
た
い

で
す
。

森
もり

脇
わき

奏
かなで

（
大お
お

阪さ
か
府ふ

・
大お
お

阪さ
か
市し

立り
つ

大お
お
江え

小
し
ょ
う

学が
っ

校こ
う  

11
歳さ
い
）

森
脇 
奏
さ
ん

も
り

か
な
で

わ
き

お父
とう

さん
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中
学
生
・
高
校
生
部
門
受
賞
者
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（群馬県・太田市立太田中学校 13 歳）

荒 井  星 愛 さ ん

絆 大 賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
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ト
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今
回
は
こ
の
よ
う
な
賞
が
い
た
だ
け
て
、
と
て
も
光
栄
で
す
。

私
の
妹
は
自
閉
症
で
、
そ
の
障
害
が
ど
う
い
う
障
害
か
理
解
で

き
ず
に
最
初
は
不
安
で
し
た
。

で
も
、
最
近
は
出
来
る
こ
と
が
増
え
て
い
っ
て
毎
日
新
し
い
扉

を
開
い
て
い
ま
す
。
自
閉
症
は
「
閉
」
と
い
う
漢
字
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
自
分
を
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
く
妹
に
は
こ
れ
か
ら

も
新
し
い
扉
を
ど
ん
ど
ん
開
い
て
い
っ
て
欲
し
い
し
、
一
緒
に
開

い
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
こ
の
漢
字
を
妹
に
贈
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

改
め
て
、
絆
大
賞
に
選
ん
で
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

妹
さ
ん
を
想
う
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

「
開
」
と
い
う
字
の
成
り
立
ち
は
、
閂
か
ん
ぬ
きを

外
し
両
手
で
門
を
あ

け
る
様
子
を
表
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
向
き
に
生

き
る
人
の
姿
そ
の
も
の
が
映
し
出
さ
れ
た
一
文
字
。
自
ら
歩
み
を

進
め
る
時
に
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
漢
字
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
初
は
心
配
や
不
安
に
包
ま
れ
た
姉
の
「
私
」
が
時
を
経
て
前

向
き
で
力
強
い
気
持
ち
に
な
れ
た
の
は
、
「
妹
」
さ
ん
の
頑
張
っ

て
い
る
姿
を
傍
で
見
守
り
続
け
た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
未
来
へ

の
門
を
、
ぜ
ひ
姉
妹
二
人
の
手
で
し
っ
か
り
と
開
い
て
い
っ
て
下

さ
い
ね
。
（
や
す
み
り
え
）
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（東京都・貞静学園高等学校 15 歳）

奥 川  奏 音 さ ん

絆 大 賞
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漢
字
も
文
章
も
苦
手
な
僕
が
こ
の
賞
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
聞
い

た
時
は
、
正
直
驚
き
ま
し
た
。

「
生
」
は
僕
に
と
っ
て
色
々
な
意
味
合
い
が
あ
る
漢
字
で
す
。

母
が
病
気
に
な
っ
て
か
ら
、
誕
生
日
と
い
う
日
は
生
ま
れ
た
こ
と

を
祝
う
日
と
い
う
よ
り
、
一
年
間
生
き
る
事
が
出
来
た
こ
と
を
実

感
す
る
日
に
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
誕
生
日
は
生
き
ら

れ
た
事
で
は
な
く
、
生
ま
れ
た
事
を
「
お
め
で
と
う
」
と
言
え
た

ら
い
い
な
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
弟
が
生
ま
れ
て
か
ら
、

そ
の
思
い
は
よ
り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
弟
が
小
学
生
、

僕
も
高
校
生
に
な
り
、
母
が
病
院
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
目
安
と
な

る
年
数
が
経
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
漢
字
コ
ン
テ
ス
ト
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
ら
な
と
母
宛
の
手
紙
を

書
き
ま
し
た
が
、
予
想
外
に
壮
大
な
形
で
の
伝
わ
り
方
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
度
は
こ
の
よ
う
な
機
会
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「
生
」
は
草
が
生
え
出
る
か
た
ち
を
表
し
、
そ
こ
か
ら
「
う
ま

れ
る
・
そ
だ
つ
・
い
き
る
・
い
の
ち
」
と
い
う
意
味
に
つ
な
が
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

奏
音
さ
ん
の
作
品
を
読
ん
で
、
私
事
で
す
が
、
わ
た
し
の
母
と

重
な
り
ま
し
た
。
彼
女
も
わ
た
し
が
幼
い
頃
か
ら
持
病
が
あ
り
、

人
工
透
析
を
30
年
続
け
て
い
ま
す
。
奏
音
さ
ん
の
お
母
さ
ま
と
同

じ
く
誕
生
日
に
は
「
今
年
も
無
事
に
生
き
ら
れ
た
」
と
口
に
し

ま
す
。

次
の
お
母
さ
ま
の
お
誕
生
日
は
、
「
今
年
も
無
事
に
生
き
ら
れ

た
日
」
と
し
て
一
年
を
労
ね
ぎ
ら
い
つ
つ
、
「
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
と

新
し
い
一
年
へ
目
を
向
け
る
日
に
も
な
っ
て
い
き
ま
す
よ
う
に
。

奏
音
さ
ん
の
深
い
思
い
や
り
が
お
母
さ
ま
の
大
き
な
支
え
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
奏
音
さ
ん
と
お
母
さ
ま
の
こ
れ
か
ら
の

日
々
に
絆
大
賞
を
贈
り
ま
す
。
（
華
雪
）
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（北海道・北広島市立西の里中学校 13 歳）

菊 池  椿 紗 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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こ
の
度
は
、
名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
光

栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
入
賞
の
報
告
を
担
当
の
先
生
か
ら
聞
い
た

時
、
最
初
は
驚
き
を
通
り
越
し
て
「
お
ー
す
ご
い
。」
な
ど
と
他

人
事
の
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
思
索
す
る
に
つ
れ
て
と
て

も
名
誉
あ
る
事
だ
と
気
づ
き
、
一
人
で
わ
た
わ
た
と
い
そ
い
そ
と

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
頁
」
と
い
う
漢
字
は
、
と
あ
る
文
豪
の
詩
で
知
り
ま
し

た
。
そ
の
詩
は
、
内
容
が
難
し
く
私
は
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が

中
々
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
つ
で
も
意
味
を
知
ろ
う
と
思
い
、

一
番
最
初
に
調
べ
た
の
が
こ
の
「
頁
」
と
い
う
漢
字
で
し
た
。
母

の
優
し
さ
と
一
つ
の
詩
、
こ
れ
ら
が
な
け
れ
ば
こ
の
作
品
は
生

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
品
は
私
の
宝
物
で
あ

り
、
最
高
の
思
い
出
で
す
。

協
会
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

参
考
書
の
ペ
ー
ジ
を
捲め
く

る
と
落
ち
て
き
た
消
し
ゴ
ム
の
か
す

を
、
お
母
さ
ん
の
優
し
さ
と
表
現
し
た
、
こ
の
作
品
に
心
が
温
ま

り
ま
し
た
。

そ
の
参
考
書
が
ど
ん
な
内
容
の
も
の
で
、
な
ぜ
中
古
の
参
考

書
な
の
か
、
い
ろ
い
ろ
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
が
、
そ
れ
は
さ
て
お

き
、
だ
れ
か
が
自
分
の
た
め
に
用
意
し
て
く
れ
た
も
の
を
大
切
に

使
い
、
使
う
た
び
に
感
謝
す
る
こ
と
は
、
人
と
し
て
大
切
な
所
作

で
あ
り
、
心
で
す
。
さ
ぞ
か
し
、
勉
学
に
身
が
入
り
、
成
果
も
表

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
筆
で
一
文
字
一
文
字
、
丁
寧
に
美
し
く
書
か
れ
た
こ

の
作
品
。
そ
の
文
字
に
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

「
書
は
人
な
り
」
。
表
彰
式
で
お
会
い
す
る
の
を
楽
し
み
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
（
山
崎
信
夫
）
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（静岡県・静岡県立清水西高等学校 17 歳）

渡 邊  悠 さ ん

日本漢字能力検定協会賞
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こ
の
作
品
を
お
選
び
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
過
去
の
自
分
の
嫌
な
体
験
を
昇
華
で

き
た
と
思
う
と
大
変
嬉
し
い
で
す
。

今
の
僕
は
決
し
て
友
達
が
多
い
、
ク
ラ
ス
を
引
っ
張
っ
て
い

け
る
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
的
な
存
在
、
場
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

な
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
の
よ
う
な
存
在
な
ど
な
ど
、
誰
も
が
一
度
は

憧
れ
る
よ
う
な
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
の
逆
で
友
達

は
少
な
く
、
消
極
的
、
根
暗
で
周
り
か
ら
は
あ
ま
り
良
い
印
象
を

持
た
れ
て
い
な
い
よ
う
な
存
在
で
す
。
こ
の
よ
う
な
自
分
で
す
の

で
、
今
で
も
周
り
か
ら
舐
め
ら
れ
る
時
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
度

を
越
し
て
く
る
と
イ
ジ
メ
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。
小
学
生
の
時

は
イ
ジ
メ
を
し
て
く
る
相
手
に
対
し
そ
の
場
で
仕
返
し
を
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
も
っ
と
イ
ジ
メ
ら
れ
る
の
で
は
、
怖
い
と

思
っ
て
し
ま
い
先
生
方
や
親
に
も
相
談
で
き
ず
に
た
だ
そ
の
状
況

に
耐
え
、
時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
結
局
何
も
で
き
ず

相
手
に
対
し
悔
し
さ
や
怒
り
、
恨
み
が
残
っ
た
だ
け
で
し
た
。
で

す
が
今
で
は
違
い
ま
す
。
イ
ジ
メ
を
し
て
く
る
相
手
に
対
し
抗
あ
ら
が
い

一
太
刀
浴
び
せ
ま
す
。
小
学
生
の
頃
か
ら
イ
ジ
メ
に
遭
っ
て
い
た

か
ら
こ
そ
、
今
で
は
立
ち
む
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

高
校
に
な
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
自
分
で
す
が
、
不
満
は
あ
り
ま

せ
ん
。
抗
う
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
そ
し
て
、
友
達
は
少
な
い
で

す
が
自
分
に
は
信
頼
で
き
る
仲
間
が
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
自
分
の
気
持
ち
に
正
直
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

協
会
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
学
生
の
頃
の
自
分
は
「
耐
」
だ
っ
た
。
高
校
生
に
な
っ
た

今
、
そ
ん
な
過
去
の
自
分
に
「
抗
」
を
贈
り
、
「
恐
れ
る
な
」
と

励
ま
す
作
品
。

だ
れ
し
も
、
思
い
出
し
た
く
も
な
い
過
去
の
出
来
事
や
そ
の
時

の
感
情
が
あ
る
や
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て

そ
れ
に
向
き
合
い
、
過
去
の
こ
と
と
し
て
整
理
し
て
し
ま
わ
な
け

れ
ば
、
充
実
し
て
今
を
生
き
、
前
に
進
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

悠
さ
ん
は
、
辛
く
悲
し
か
っ
た
過
去
の
思
い
を
乗
り
越
え
る

努
力
を
し
て
成
長
し
、
強
く
な
り
、
今
に
至
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。

「
抗
」
を
胸
に
秘
め
、
そ
れ
で
い
て
穏
や
か
で
優
し
く
、
芯
の

強
い
、
信
頼
さ
れ
る
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
山
崎
信
夫
）
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（神奈川県・東海大学付属相模高等学校中等部 14 歳）

笠 井  海 景 さ ん

審査員賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
は
初
め
て
受
賞
と
聞
い
た
時
、
こ
の
賞
の
大
き
さ
を
理
解
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
夢
の
よ
う
に
嬉
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

今
回
、
『
音
』
の
漢
字
を
選
ん
だ
の
は
、
私
自
身
が
吹
奏
楽

を
や
っ
て
い
る
た
め
に
毎
日
音
を
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
も

あ
っ
て
演
奏
以
外
の
日
常
生
活
で
の
音
で
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
世
の
中
に
は
音
が
た
く
さ
ん
溢
れ
て
い
る
な
と

感
じ
た
か
ら
で
す
。

音
に
は
人
々
を
楽
し
ま
せ
た
り
、
幸
せ
に
さ
せ
た
り
、
あ
る
い

は
悲
し
く
さ
せ
た
り
な
ど
の
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
揺
さ
ぶ
る
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
言
葉
だ
け
で
な

く
音
で
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

音
に
込
め
た
願
い
。
海
景
さ
ん
の
豊
か
な
感
性
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
「
音
」
と
い
う
文
字
は
「
言
」
に
近
い
成
り
立
ち
だ
そ

う
で
す
ね
。
口
の
中
に
「
一
」
を
書
き
足
し
て
で
き
た
漢
字
と
の

こ
と
で
「
口
の
中
の
舌
」
「
隠
れ
て
い
る
」
か
ら
「
外
に
発
し
な

い
言
葉
」
と
解
釈
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

心
の
中
に
あ
る
言
葉
が
「
音
」
と
し
て
表
れ
る
な
ら
、
日
々
の

中
で
よ
り
一
層
さ
ま
ざ
ま
な
「
音
」
に
耳
を
傾
け
た
く
な
り
ま
す

ね
。
音
に
溢あ
ふ

れ
た
幸
せ
な
夏
は
仲
間
と
の
心
が
通
い
合
っ
た
素
敵

な
時
間
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
（
や
す
み
り
え
）
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（東京都・多摩市立多摩中学校 14 歳）

髙 野  真 生 さ ん

審査員賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
つ
も
私
を
支
え
て
く
れ
る
人
に
漢
字
を
贈

り
た
い
と
思
い
、
考
え
て
み
る
と
家
族
の
姿
が
浮
か
び
ま
し
た
。

私
は
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
改
め
て
家
族
の
温
か
さ
に
気
付

き
ま
し
た
。
私
は
朝
が
苦
手
で
学
校
に
行
く
の
が
憂
鬱
な
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
と
き
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
の
は
い

つ
も
家
族
で
す
。
日
々
の
何
気
な
い
挨
拶
で
す
が
、
そ
の
言
葉
が

持
つ
力
は
大
き
く
、
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
私
は

み
な
さ
ん
に
も
「
行
っ
て
き
ま
す
」
、
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

の
挨
拶
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
高
校

生
に
な
り
、
新
し
い
環
境
に
不
安
と
緊
張
を
感
じ
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
挨
拶
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

象
形
文
字
で
あ
る
「
行
」
は
十
字
路
の
形
を
そ
の
ま
ま
文
字

に
し
て
あ
る
そ
う
で
、
確
か
に
ジ
ー
ッ
と
眺
め
て
い
る
と
道
の
イ

メ
ー
ジ
が
湧
い
て
き
て
面
白
い
も
の
で
す
。

日
常
の
挨
拶
を
大
切
に
し
て
い
る
作
者
の
心
が
け
が
「
行
」
と

い
う
一
字
に
重
ね
ら
れ
、
こ
ち
ら
に
も
清す
が
す
が々

し
く
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
中
学
校
生
活
の
中
で
、
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

や
悩
み
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
も
あ
る
は
ず
で
す
。

で
も
こ
の
「
行
」
と
い
う
文
字
が
ご
家
族
の
笑
顔
と
と
も
に
い
つ

も
支
え
に
な
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
（
や
す
み
り
え
）
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（広島県・三原市立宮浦中学校 14 歳）

山 口  美 春 さ ん

審査員賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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こ
の
度
は
審
査
員
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
入
選
し
た
と
聞
い
た
時
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
こ
れ
を
書
い
た
時
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
け
推
そ
う
と
思
い

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
推
し
が
い
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
き
、
今
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
推
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
賞
を
取
れ
た
こ
と
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お

か
げ
で
も
あ
る
し
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
恩
返
し
を
し
、
貢
ぎ

た
い
と
思
い
ま
す
。

推
し
活
、
続
け
ま
す
！

こ
こ
数
年
の
「
推
し
活
」
ブ
ー
ム
。
こ
の
言
葉
は
2
0
2
1
年

の
ユ
ー
キ
ャ
ン
新
語
・
流
行
語
大
賞
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
か
ら
、

さ
ら
に
広
が
り
を
見
せ
た
印
象
を
受
け
ま
す
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
、

自
分
の
お
気
に
入
り
や
好
き
な
も
の
ご
と
を
応
援
す
る
活
動
。
毎

日
の
生
活
に
取
り
入
れ
る
と
な
か
な
か
楽
し
い
も
の
で
す
。
こ

の
、
現
代
を
象
徴
す
る
よ
う
な
「
推
」
が
孫
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん

へ
贈
り
た
い
漢
字
と
い
う
の
で
す
か
ら
大
変
微
笑
ま
し
く
印
象
に

残
り
ま
し
た
。
お
二
人
が
「
推
し
」
に
つ
い
て
会
話
す
る
様
子
も

想
像
で
き
、
ほ
の
ぼ
の
し
ま
す
ね
。
（
や
す
み
り
え
）
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（東京都・東京都立赤羽北桜高等学校 15 歳）

𠮷 田 彩 乃 さ ん

審査員賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
光
栄
に
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
現

代
の
国
語
の
授
業
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
私
は
、
今
の
付
き
合
っ

て
い
る
相
手
に
片
思
い
を
し
て
い
た
と
き
の
気
持
ち
を
漢
字
に
表

し
た
の
で
す
が
、
自
分
の
作
品
が
審
査
員
賞
を
受
賞
し
た
と
授
業

担
当
の
先
生
か
ら
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
少
し
の
恥
ず
か
し
い
想

い
と
驚
き
が
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
今
好
き
な
人
が
い

る
方
や
、
付
き
合
っ
て
い
る
方
が
い
る
人
な
ら
共
感
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
相
手
の
輝
き
を
ず
っ
と

見
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

作
品
を
読
ん
で
、
彼
を
見
つ
め
る
彩
乃
さ
ん
が
目
の
前
に
浮
か

ん
で
く
る
よ
う
で
し
た
。

ま
ぶ
し
い
ほ
ど
に
四
方
に
光
を
放
つ
様
子
を
表
す
「
輝
」
。

光
は
輝
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
他
者
の
目
が
必
要
で
す
。
彼

の
光
り
輝
く
魅
力
に
気
が
つ
い
て
、
そ
れ
を
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
る
の
も
ま
た
彩
乃
さ
ん
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
彼
の
輝
き
を
通
じ

て
、
彩
乃
さ
ん
自
身
の
輝
き
に
も
ぜ
ひ
目
を
向
け
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。
そ
こ
に
も
ま
た
、
き
っ
と
た
く
さ
ん
光
が
溢あ
ふ

れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
再
開
し
た
学
生
生
活
が
彩
乃
さ

ん
の
お
名
前
に
あ
る
よ
う
な
彩
り
と
輝
き
に
満
ち
た
時
間
に
な
り

ま
す
よ
う
に
。
彩
乃
さ
ん
の
思
い
が
伝
わ
る
よ
う
に
と
願
い
を
込

め
て
、
審
査
員
賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。
（
華
雪
）
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（宮崎県・宮崎県立高鍋高等学校 17 歳）

平 松  理 沙 さ ん

審査員賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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こ
の
度
は
「
審
査
員
賞
」
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
と
き
は
、
ま
さ
か
受
賞

で
き
る
と
は
思
わ
ず
驚
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
た
く
さ
ん
の
人
（
糸
）
と
の
出
会
い
も
あ
り
、
人
生
が

彩
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
そ
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
、
「
絵
」
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
た
に
た
く
さ

ん
の
人
と
出
会
う
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
こ
の
漢
字
に
込
め

た
自
身
の
想
い
を
忘
れ
ず
、
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
絵
」
の
漢
字
は
、
多
色
の
糸
で
仕
上
げ
ら
れ
た
刺
繍
や
織
物

に
由
来
し
ま
す
。
ま
た
「
会
（
會
）
」
に
は
、
色
々
な
食
材
を
共

に
煮
込
ん
だ
煮
込
み
料
理
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

長
か
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
進
み
、
人
と
の
出
会

い
の
形
は
よ
り
多
様
に
な
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
糸
を
刺
繍
や
織
物

へ
と
仕
上
げ
る
の
は
自
ら
の
手
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
今
だ
か
ら
こ
そ
誰
か
と
出
会
う
、
と
も
す
れ

ば
ご
く
自
然
な
出
来
事
の
よ
う
に
思
え
る
こ
と
が
、
い
か
に
生
き

る
上
で
大
切
な
こ
と
か

―
理
沙
さ
ん
の
「
絵
」
の
漢
字
を
通
じ

た
素
直
な
視
点
か
ら
改
め
て
教
わ
っ
た
よ
う
に
も
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
で
出
会
う
「
糸
」
を
一
本
ず
つ
手
繰
り
、
理

沙
さ
ん
の
手
で
一
枚
の
「
絵
」
に
仕
立
て
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

理
沙
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
に
審
査
員
賞
を
贈
り
ま
す
。
（
華
雪
）



　46

（神奈川県・フェリシア高等学校 18 歳）

鈴 木  捺 月 さ ん

審査員賞



受
賞
コ
メ
ン
ト

審
査
員
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
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こ
の
度
は
、
審
査
員
賞
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
先
生
か
ら
受
賞
を
聞
い
た
時
は
、
ま
さ
か
賞
を
頂
け
る
と
は

夢
に
も
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
で
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
そ

の
後
喜
び
が
込
み
上
げ
、
す
ぐ
に
家
族
に
報
告
し
ま
し
た
。

兄
は
普
段
か
ら
ダ
ラ
ダ
ラ
と
怠
け
て
い
て
、
何
を
す
る
に
も

「
面
倒
く
さ
い
」
と
や
る
気
を
出
さ
な
い
の
で
、
い
い
加
減
心
に

火
よ
り
も
大
き
な
炎
を
つ
け
な
い
と
許
さ
な
い
よ
と
い
う
想
い

を
、
今
回
の
作
品
に
込
め
ま
し
た
。
日
頃
、
兄
に
自
分
の
思
い
を

伝
え
ら
れ
ず
に
い
た
の
で
、
今
回
、
作
品
を
通
し
て
伝
え
る
こ
と

が
で
き
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

「
炎
」
の
漢
字
は
、
そ
の
成
り
立
ち
を
見
る
と
、
火
を
ふ
た
つ

重
ね
た
か
た
ち
で
燃
え
さ
か
る
焔
ほ
の
お

を
あ
ら
わ
す
と
あ
り
ま
す
。

「
た
だ
の
火
じ
ゃ
な
く
て
炎
だ
！
」
。
「
炎
」
に
加
え
て
、
三

つ
登
場
す
る
「
！
」
か
ら
は
捺
月
さ
ん
の
勢
い
あ
る
声
が
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
で
も
あ
り
、
一
方
で
や
る
気
が
な
い
お
兄
ち
ゃ
ん
を

心
配
さ
れ
て
い
る
捺
月
さ
ん
の
、
お
兄
ち
ゃ
ん
へ
の
温
か
い
声
援

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

人
生
に
は
時
々
凪な
ぎ

の
季
節
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も
し

か
し
た
ら
め
ん
ど
く
さ
そ
う
に
過
ご
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
お

兄
ち
ゃ
ん
の
心
の
中
に
も
、
次
の
季
節
へ
向
か
お
う
と
す
る
力
を

蓄
え
た
熾お
き
び火

が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

捺
月
さ
ん
兄
妹
へ
私
た
ち
か
ら
の
応
援
と
し
て
審
査
員
賞
を
お

贈
り
し
ま
す
。
（
華
雪
）
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

母

私

私
は
マ
イ
ナ
ス
思
考
で
な
ん
で
も
悪
く
思
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
で
も
、
一
度
だ
け
生
き
る
意

味
を
失
い
か
け
て
た
時
が
あ
り
、
母
に
相
談
し
て
み

る
と
、「
生
き
る
意
味
じ
ゃ
な
く
て
、
命
の
大
切
さ

を
考
え
て
み
た
ら
？
」
と
言
わ
れ
私
は
安
心
感
と
母

の
偉
大
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

（
滋
賀
県
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園
近
江
兄
弟
社
中
学
校  

14
歳
）

岡
﨑 

瑠
寧
さ
ん

家族

ぼく

今
、
僕
は
中
学
三
年
生
。
部
活
も
終
わ
り
、
高
校

受
験
に
向
け
ス
タ
ー
ト
し
始
め
た
。
志
望
校
合
格

を
目
指
し
日
々
猛
勉
強
。
母
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
や

食
事
面
の
力
。
父
は
僕
の
メ
ン
タ
ル
面
を
強
く
す

る
力
。
弟
は
疲
れ
た
時
の
癒
や
し
の
力
。
三
人
の

力
が
あ
っ
て
こ
そ
僕
の
頑
張
る
勇
気
と
な
り
支
え

と
な
っ
て
い
る
。

（
栃
木
県
・
小
山
市
立
美
田
中
学
校  

15
歳
）

岸 

啓
輔
さ
ん

私
は
、
字
を
か
く
こ
と
が
得
意
で
す
。
こ
れ
だ
け

は
、自
信
を
持
っ
て
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
は
、

一
年
生
の
時
か
ら
先
生
の
教
室
に
通
い
、
五
年
生
の

時
、
先
生
の
体
調
が
す
ぐ
れ
ず
最
後
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
硬
筆
展
に
出
ま
し
た
。
結
果
は
、
準
大
賞
。

こ
の
「
準
」
を
大
賞
に
向
け
て
の
準
備
に
し
た
い

で
す
。

（
香
川
県
・
丸
亀
市
立
南
中
学
校  

12
歳
）

今
川 

奈
緒
さ
ん

習い事の先生

私
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

言葉に出せない私

自分

私
は
何
か
を
言
お
う
と
し
た
と
き
、
相
手
が
こ
う

思
っ
て
し
ま
う
の
で
は
と
、
周
り
を
気
に
し
て
し
ま

う
く
せ
が
あ
る
。
で
も
、
し
っ
か
り
と
相
手
に
伝
え

た
い
こ
と
を
言
っ
た
と
き
、「
あ
り
が
と
う
」
と
返
っ

て
き
た
ら
、
言
葉
に
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
。

言
葉
に
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
ね
。

（
広
島
県
・
三
原
市
立
宮
浦
中
学
校  

15
歳
）

西
村 

海
美
さ
ん

父

娘

最
近
、
私
、
思
春
期
に
突
入
し
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
親
の
言
う
こ
と
や
す
る
こ
と
に
イ
ラ
つ
く
と

き
や
嫌
な
と
き
が
あ
る
ん
だ
ぁ
。
だ
け
ど
ね
、
嫌

い
じ
ゃ
な
い
の
。
家
族
と
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
好
き

な
の
。
ふ
と
し
た
瞬
間
、嫌
と
思
う
と
き
が
あ
る
。

け
ど
直
接
は
い
い
に
く
い
で
し
ょ
？
話
せ
る
と
き

ま
で
待
っ
て
て
。

（
東
京
都
・
大
田
区
立
貝
塚
中
学
校  

14
歳
）

中
本 

唯
花
さ
ん

水泳のチームメイト

私

私
に
と
っ
て
長
い
年
月
を
共
に
し
た
み
ん
な
は
家

族
と
同
じ
ぐ
ら
い
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
す
。

こ
の「
泳
」と
い
う
一
文
字
は
水
と
、永（
長
い
流
れ
）

か
ら
成
る
ん
だ
っ
て
。
ど
ん
な
時
も
一
緒
に
泳
い
で

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
そ
し
て
、「
水
泳
」
と
い
う

最
強
の
絆
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
す
る
よ
。

（
広
島
県
・
三
原
市
立
宮
浦
中
学
校  

14
歳
）

砂
田 
あ
か
ね
さ
ん
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

早
く
話
し
た
い
。
姉
と
話
さ
な
く
な
っ
て
か
ら
何

年
も
経
つ
。
最
近
は
姉
が
一
階
に
来
て
テ
レ
ビ
を
見

る
。
私
だ
け
で
は
笑
わ
な
い
所
で
も
姉
が
笑
う
と
私

も
笑
う
。
そ
の
時
が
一
番
幸
せ
で
、
姉
と
繋
が
っ
て

い
る
よ
う
に
思
う
。
も
う
す
ぐ
姉
が
就
職
で
上
京
す

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ま
で
に
は
言
葉
で
繋
が
り

た
い
。

（
茨
城
県
・
石
岡
市
立
石
岡
中
学
校  

14
歳
）

沼
田 

友
里
愛
さ
ん姉

私

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、昔
か
ら
色
々
な
も
の
と
、闘
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
小
さ
い
時
は
戦
争
後
の
飢
え

と
闘
い
、
昔
は
目
の
病
気
と
闘
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
今
は
、
認
知
症
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
数
々
の

敵
を
倒
し
て
き
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
な
ら
勝
て
る
と
思

い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
僕
の
英
雄
で
す
。

（
大
阪
府
・
柏
原
市
立
堅
下
北
中
学
校  

13
歳
）

松
村 

小
次
郎
さ
んおばあちゃん

私

ランドセル

私

雨
の
日
も
、曇
り
の
日
も
、私
の
心
が
暗
い
時
も
、

晴
れ
た
空
と
同
じ
色
で
、
優
し
く
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
よ
ね
。
も
う
私
が
あ
な
た
を
背
負
う
こ
と
は
な

く
な
っ
た
け
れ
ど
、
今
で
も
部
屋
の
片
隅
で
、
私
の

こ
と
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
ね
。
こ
れ
か
ら
も
学

校
へ
行
く
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
と
嬉
し

い
な
。

（
大
阪
府
・
松
原
市
立
松
原
中
学
校  

12
歳
）

山
村 

優
芽
さ
ん
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

使
い
始
め
て
二
ヶ
月
半
。
キ
ャ
ッ
チ
の
仕
方
、
グ

ロ
ー
ブ
の
扱
い
方
、
色
ん
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
け
ど
、最
近
少
し
窮
屈
な
ん
だ
よ
ね
。

で
も
、新
し
く
は
し
な
い
。
ま
だ
ま
だ
一
緒
に
、キ
ー

パ
ー
を
窮
め
た
い
か
ら
。
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
も

一
緒
に
頑
張
っ
て
プ
レ
ー
し
よ
う
。
窮
す
れ
ば
通

ず
！！

（
神
奈
川
県
・
川
崎
市
立
塚
越
中
学
校  

13
歳
）

𠮷
田 
恵
春
さ
ん

キーパーグローブ

持ち主

僕
は
昔
か
ら
他
の
人
と
比
べ
て
、
劣
っ
て
い
る
と

よ
く
考
え
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
負
け
て
ば
か
り

で
、
良
く
て
引
き
分
け
で
し
た
。
こ
の
漢
字
の
よ
う

に
周
り
は
高
く
、
自
分
だ
け
低
い
状
態
で
し
た
。
し

か
し
、
日
々
少
し
ず
つ
で
い
い
か
ら
皆
に
つ
い
て
い

け
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
と
い
う
こ
と
で
こ
の
字
に
し

ま
し
た
。

（
東
京
都
・
東
京
都
立
荻
窪
高
等
学
校  

16
歳
）

岩
下 

誠
優
さ
ん

自分

自分

友人

理紗子

休
校
か
ら
始
ま
っ
た
中
学
校
生
活
、
不
安
だ
ら
け

の
中
出
会
っ
た
友
人
。
突
然
の
大
雨
の
中
、
一
人
で

帰
る
私
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
ね
。
貴
方
は
遠
回
り

に
な
る
の
に
一
緒
に
帰
っ
て
く
れ
た
あ
の
日
、
私
の

心
は
晴
れ
た
。
貴
方
が
悩
ん
で
い
る
時
は
、
私
が
貴

方
の
傘
に
な
り
た
い
。

（
神
奈
川
県
・
鎌
倉
女
学
院
高
等
学
校  

16
歳
）

大
戸 

理
紗
子
さ
ん
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

君

僕

最
近
の
若
者
は
笑
う
と
き
草
（
ｗ
）
を
使
う
。
薬

は
草
冠
に
楽
と
い
う
字
で
で
き
て
い
る
。
ど
ん
な
に

質
の
良
い
物
や
高
い
物
を
貰
っ
て
も
笑
わ
な
い
人
は

い
る
。
で
も
楽
し
い
こ
と
は
誰
で
も
笑
う
。
心
が
沈

ん
で
い
る
と
き
で
も
楽
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
笑
え

る
。
楽
に
な
れ
る
。
楽
し
い
は
最
強
の
薬
で
あ
る
。

（
福
岡
県
・
昭
和
学
園
高
等
学
校  

16
歳
）

清
原 

ま
い
子
さ
ん

天国

私

僕
は
野
球
を
や
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
ひ

い
じ
い
ち
ゃ
ん
も
手
を
震
え
な
が
ら
ボ
ー
ル
を
投
げ

て
く
れ
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
元
プ
ロ
野
球
選

手
で
し
た
。
し
か
し
、二
人
と
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
し
て
僕
は
い
つ
か
天
国
へ
届
く
ホ
ー

ム
ラ
ン
ボ
ー
ル
を
飛
ば
そ
う
と
思
い
ま
す
。

（
大
阪
府
・
浪
速
高
等
学
校  

15
歳
）

西
山 

空
我
さ
ん

い
つ
も
部
活
か
ら
帰
る
と
真
っ
黒
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
手
洗
い
し
て
く
れ
る
。
い
つ
も
よ
り
黒
い
と
洗

う
の
が
大
変
な
の
に
「
頑
張
っ
た
じ
ゃ
ん
」
と
褒
め

て
く
れ
る
。
お
か
げ
で
毎
日
、真
っ
白
な
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
が
真
っ
黒
に
な
る
ま
で
頑
張
れ
る
。
野
球
を
一
生

懸
命
や
っ
て
恩
返
し
し
た
い
。

（
群
馬
県
・
群
馬
県
立
伊
勢
崎
興
陽
高
等
学
校  

16
歳
）

廣
瀬 

航
さ
ん

お母さん

航
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

木
の
全
体
を
見
る
に
は
視
点
を
変
え
る
必
要
が
あ

る
。
人
を
み
る
時
も
同
じ
だ
。
私
は
相
手
の
相
の
字

の
木
と
目
の
高
さ
が
同
じ
な
の
は
お
互
い
が
寄
り

添
っ
た
結
果
だ
と
考
え
た
。
私
も
自
分
と
合
わ
な
い

人
と
関
わ
る
事
を
放
棄
せ
ず
、
相
手
を
知
る
努
力
を

し
て
、
お
互
い
に
合
っ
た
関
係
を
見
つ
け
て
い
き

た
い
。

（
大
分
県
・
柳
ヶ
浦
高
等
学
校  

16
歳
）

葊
瀬 
の
ど
か
さ
んこれからの私

今の私

「
マ
マ
に
は
分
か
ら
な
い
よ
。
マ
マ
は
器
用
で
い

い
ね
、
手
先
も
生
き
方
も
」
喧
嘩
し
た
翌
日
も
手
の

込
ん
だ
弁
当
。
添
え
ら
れ
た
「
大
丈
夫
」
の
筆
圧
高

い
美
文
字
が
マ
マ
ら
し
く
て
泣
け
た
。
不
器
用
で
ご

め
ん
。
い
つ
も
感
謝
し
て
る
。
私
も
い
つ
か
マ
マ
の

よ
う
な
器
の
大
き
な
マ
マ
に
な
り
た
い
。

（
東
京
都
・
帝
京
高
等
学
校  

16
歳
）

藤
原 

史
奈
さ
ん

ママ

娘

器

鉛筆

茂木悠大

僕
は
鉛
筆
が
嫌
い
で
す
。
あ
な
た
の
せ
い
で
僕
は

い
ろ
ん
な
人
か
ら
字
が
汚
い
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
た
く
さ
ん
字
を
書
く
と
手
が
汚
れ
、
指
の
皮
が

む
け
ま
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
嫌
い
な
と
こ
ろ
を
我

慢
し
て
あ
な
た
を
使
っ
て
書
い
た
字
の
ほ
う
が
自
分

ら
し
さ
が
出
る
気
が
し
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
好
き
な
の

か
も
。

（
千
葉
県
・
勇
志
国
際
高
等
学
校  

16
歳
）

茂
木 

悠
大
さ
ん
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

母

自分

僕
は
四
歳
の
時
か
ら
里
子
と
し
て
里
親
家
庭
で

育
っ
た
。
自
分
が
周
り
と
違
う
こ
と
に
悩
ん
で
、
自

分
を
嫌
い
に
な
る
時
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
母
は

「
自
分
ら
し
く
生
き
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て

く
れ
た
。
血
は
繋
が
っ
て
い
な
く
て
も
、心
は
繋
が
っ

て
い
る
。
今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
母
は
僕
の
お
母

さ
ん
だ
。

（
新
潟
県
・
新
潟
県
立
十
日
町
総
合
高
等
学
校  

18
歳
）

湯
浅 

京
太
さ
ん

一
人
に
な
り
た
い
時
、
疲
れ
た
時
、
好
き
な
本
を

ゆ
っ
く
り
読
み
た
い
時
、
そ
こ
へ
行
く
と
決
め
て
い

る
。
パ
ン
と
ス
ー
プ
の
セ
ッ
ト
。
昔
か
ら
変
わ
ら
な

い
味
だ
。
そ
れ
は
ま
た
明
日
か
ら
頑
張
ろ
う
と
私
の

背
中
を
押
し
て
く
れ
る
。
そ
ん
な
川
沿
い
に
ポ
ツ
ン

と
現
れ
る
「
と
あ
る
カ
フ
ェ
」
は
、私
の
拠
り
所
だ
。

（
東
京
都
・
東
京
都
立
田
無
高
等
学
校  

18
歳
）

湯
澤 

美
波
さ
ん

とあるカフェ

とある客
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大
学
生
・
一
般
部
門
受
賞
者
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（栃木県・主婦）

西 園  多 佳 子 さ ん

絆 大 賞

繕 両
親

娘

亡
き
父
の
服
の
整
理
を

す
る
と
、
繕
い
の
あ
る

服
が
沢
山
出
て
き
た
。

母
は
「
針
を
持
た
な
い

と
家
が
荒
れ
る
。
と
よ
く
言
っ
て
い

た
。
繕
っ
た
服
の
着
心
地
が
好
き
で

最
後
ま
で
大
切
に
着
て
い
た
父
。
温

も
り
の
あ
る
服
。
糸
で
善
く
す
る
の

繕
。
物
を
大
切
に
し
た
両
親
に
こ
の

漢
字
を
贈
り
た
い
。

」

、
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こ
の
度
は
、
「
絆
大
賞
」
と
い
う
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
母
に
伝
え
た
と
こ

ろ
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
父
も
目
を
丸
く
し
て

「
良
か
っ
た
な
。」
と
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
繕
う
」
と
い
う
漢
字
に
は
、
破
れ
損
じ
た
と
こ
ろ
を
直
す
と

い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
が
、
乱
れ
た
身
な
り
を
整
え
る
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。
ほ
つ
れ
た
り
破
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
か
ず
、
丁
寧
に
直
し
て
大
切
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
生
活
を
整
え

る
こ
と
に
繋
が
る
と
、
両
親
は
私
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
「
繕
」
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

祝
・
絆
大
賞
！！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
モ
ノ
が
無
か
っ

た
日
本
の
昭
和
時
代
、
日
本
人
は
大
切
に
モ
ノ
を
扱
っ
た
。
使
え

る
だ
け
使
い
続
け
る
、
そ
う
い
う
心
が
大
好
き
で
す
。
モ
ノ
は
大

切
に
大
切
に
扱
え
ば
〝
生
き
モ
ノ
〟
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
お
母

さ
ん
が
繕
っ
た
服
を
、
お
父
さ
ん
が
着
て
仕
事
に
出
て
行
く
。

「
行
っ
て
き
ま
す
」
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
「
た
だ
い
ま
」

「
お
帰
り
な
さ
い
」
そ
ん
な
温
も
り
の
あ
る
光
景
が
思
い
浮
か
び

ま
し
た
。
「
繕
」
う
に
は
直
す
、
善
く
す
る
、
備
え
る
、
強
く
す

る
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
服
は
着
続
け
た
人
の
型
に
な
っ
て

残
り
ま
す
。
着
心
地
が
い
い
服
を
着
続
け
た
お
父
さ
ん
は
、
居
心

地
が
い
い
家
が
大
好
き
だ
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
物
を
大
切
に
し
た

御
両
親
に
育
て
ら
れ
た
娘
さ
ん
も
、
大
切
に
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
糸
を
結
び
繕
う
こ
と
で
絆
に
な
っ
た
絆
大
賞
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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（宮崎県・会社員）

黒 木  る い さ ん

日本漢字能力検定協会賞

穴
不
登
校
生
活
を
満
喫
中
の

娘

母

学
校
に
行
け
な
く
な
っ

て
、
突
然
落
と
し
穴
に

落
ち
た
気
分
か
な
？
真

っ
暗
に
感
じ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
し
、
案
外
居
心
地
の
い

い
穴
場
な
の
か
な
？
中
を
あ
な
た
の

好
き
な
よ
う
に
飾
っ
て
い
く
の
も
い

い
ね
。
穴
の
中
で
も
あ
な
た
ら
し
く

幸
せ
に
な
っ
て
ね
。
マ
マ
は
大
穴
狙

い
で
い
き
ま
す
よ
！
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こ
の
度
は
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
際
は
、
家
族
み
ん
な
で

喜
び
、
長
女
は
笑
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
2
年
生
の
長
女
が
不
登
校
に
な
り
、
「
マ
マ
と
一
緒
に
何

か
に
応
募
し
て
み
よ
う
よ
」
と
話
し
た
の
が
応
募
の
き
っ
か
け
で

す
。
当
時
、
落
と
し
穴
の
よ
う
に
感
じ
た
け
れ
ど
、
そ
の
ま
ま
に

は
し
た
く
な
い
！
と
、
毎
日
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
幸

い
に
も
家
で
過
ご
す
長
女
は
健
康
そ
の
も
の
で
、
彼
女
な
り
に
毎

日
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
「
穴
か
ら
抜
け
出
す
」
で
は
な

く
、
穴
の
中
で
も
楽
し
め
る
よ
う
今
後
も
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
長
女
は
京
都
へ
の
修
学
旅
行
を
断
念
し
ま
し
た
が
、

違
っ
た
形
で
一
緒
に
京
都
へ
の
旅
が
で
き
て
私
自
身
と
て
も
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

協
会
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

不
登
校
の
娘
さ
ん
、
し
か
も
不
登
校
生
活
を
「
満
喫
」
し
て
い

る
と
い
う
娘
さ
ん
に
、
お
母
さ
ん
か
ら
贈
っ
た
漢
字
が
「
穴
」
？

　

な
ぜ
か
な
と
読
み
す
す
め
る
と
、
不
登
校
と
い
う
一
般
的
に
は

困
っ
た
状
況
か
と
思
い
き
や
、
吹
っ
切
れ
た
よ
う
な
、
な
ん
か
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
が
文
面
か
ら
伝
わ
っ
て
き
て
、
最
後

は
、
競
馬
用
語
の
„
大
番
狂
わ
せ
＂
と
か
„
大
も
う
け
＂
を
意
味

す
る
「
大
穴
狙
い
」
で
文
章
が
締
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
ど
ん
な
状
態
で
も
我
が
子
は
我
が
子
。
き
っ
と
立
派
に
成
長

し
て
く
れ
る
と
信
じ
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
る
、
と
に
か
く
明
る

く
っ
て
前
向
き
な
素
晴
ら
し
い
お
母
さ
ん
が
、
こ
こ
に
い
る
と
感

動
し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

娘
さ
ん
へ
。

ど
こ
に
い
よ
う
と
も
、
本
を
読
ん
だ
り
、
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

り
す
れ
ば
、
何
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
学
び
」
だ
け
は

止
め
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
（
山
崎
信
夫
）
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（北海道・小学校教頭）

小 林  直 樹 さ ん

審査員賞
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教
員
生
活
31
年
経
ち
振
り
返
る
と
、
実
に
様
々
な
場
所
で
様
々

な
教
え
子
た
ち
に
出
会
い
ま
し
た
。
出
会
い
に
優
劣
は
な
く
、
そ

の
出
会
い
・
・
そ
の
も
の
が
私
に
と
っ
て
の
財
産
で
す
。
教
え
授

け
る
立
場
で
あ
り
な
が
ら
、
か
え
っ
て
私
の
方
が
教
え
ら
れ
る
こ

と
も
多
く
、
教
師
い
や
一
人
の
人
間
と
し
て
の
成
長
に
繋
が
り

ま
し
た
。

そ
の
私
か
ら
、
多
く
の
教
え
子
た
ち
に
お
礼
と
し
て
今
回
、
鋭

の
ひ
と
文
字
を
贈
り
ま
し
た
。
と
が
っ
た
鋭
さ
で
は
な
く
、
感
性

を
磨
い
て
ほ
し
い
願
い
か
ら
で
す
。
感
性
を
豊
か
に
す
る
の
は
、

実
に
様
々
な
価
値
に
触
れ
、
多
様
性
を
受
容
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
多
く
の
事
象
に
出
会
い
、
向
き
合
い
、
相
手
の
立
場
が
察
せ

ら
れ
る
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
、
あ
な
た
た
ち
教
え
子
の

お
陰
で
鋭
く
な
り
ま
し
た
。
受
賞
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
教
え
子
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
す
。

宝
物
に
「
鋭
」
を
贈
る
教
頭
先
生
。
教
師
に
な
っ
て
三
十
年

以
上
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
何
人
の
子
供
た
ち
と
出

会
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
で
は
大
人
に
な
っ
て
、
社
会
の
ド
真

ん
中
を
生
き
て
い
る
教
え
子
の
方
々
も
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
月
日
が
た
っ
て
も
自
分
の
元
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
子

供
た
ち
を
思
い
、
常
に
心
配
り
を
す
る
先
生
。
少
し
ず
つ
で
い
い

か
ら
人
と
し
て
成
長
し
て
、
大
切
な
コ
ト
や
モ
ノ
を
見
つ
け
て
欲

し
い
。
目
の
前
の
視
野
を
広
げ
他
者
へ
の
思
い
や
り
、
優
し
さ
を

持
っ
て
欲
し
い
。
「
鋭
」
の
反
対
は
「
鈍
」
。
人
は
怠
け
心
が
あ
る

と
切
れ
味
の
悪
い
方
に
向
か
い
が
ち
で
す
。
思
い
や
り
、
優
し
さ

に
満
ち
溢あ
ふ

れ
た
先
生
に
教
わ
っ
た
子
供
た
ち
は
、
切
れ
味
の
鋭
い

優
し
い
大
人
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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（埼玉県・公務員）

松 村  香 緒 理 さ ん

審査員賞
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週
末
の
夕
暮
れ
。
仕
事
も
終
わ
り
、
近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
買
っ

た
酒
と
つ
ま
み
を
片
手
に
ポ
ス
ト
を
覗
く
と
、
封
筒
に
赤
く
『
入

賞
』
の
文
字
。
嬉
し
く
て
嬉
し
く
て
、
胸
に
抱
い
て
階
段
を
駆
け

上
が
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
一
番
大
切
な
人
は
妹
で
す
。

そ
の
妹
に
宛
て
た
漢
字
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
賞
を
い
た
だ
け
た
こ

と
が
、
特
別
嬉
し
い
で
す
。

毎
日
生
き
て
い
る
と
、
H
a
p
p
y
な
日
も
あ
れ
ば
そ
う
で
な

い
日
も
あ
り
ま
す
。

で
も
二
人
で
い
る
と
嫌
な
こ
と
も
忘
れ
て
、
気
づ
い
た
ら
涙
が

出
る
ほ
ど
笑
っ
て
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
な
ん
と
か
な
る
気
が

し
て
。

『
今
日
も
一
緒
に
笑
え
て
良
か
っ
た
』
の
想
い
を
込
め
て
、
何

歳
に
な
っ
て
も
、
拳
を
ぶ
つ
け
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

妹
よ
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
な
。

素
敵
な
賞
を
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

拳
（
グ
ー
）
タ
ッ
チ
と
い
え
ば
原
辰
徳
監
督
。
選
手
が
ホ
ー
ム

ラ
ン
を
打
っ
て
ベ
ン
チ
に
戻
っ
て
く
る
と
、
グ
ー
タ
ッ
チ
で
出
迎

え
る
。
皆
が
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
だ
。
私
は
何
か
ラ
ッ
キ
ー
な
出

来
事
や
う
れ
し
い
楽
し
い
と
感
じ
た
時
は
「
イ
ェ
ー
イ
」
と
声
を

出
し
て
グ
ー
タ
ッ
チ
を
す
る
。
お
姉
さ
ん
は
幸
せ
を
見
つ
け
る
天

才
で
す
ね
。
大
好
き
な
妹
と
過
ご
す
時
間
を
、
無
駄
な
時
間
と
表

現
し
て
い
る
け
ど
最
高
の
生
き
が
い
だ
と
。
な
ん
て
格
好
い
い
人

な
ん
だ
。
拳
を
合
わ
せ
る
た
び
に
幸
せ
だ
よ
ー
と
言
っ
て
い
る
様

な
も
の
。
妹
L
O
V
E
。
妹
に
対
し
て
グ
ー
タ
ッ
チ
を
贈
り
た
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
ナ
ツ
さ
ん
と
の
無
駄
な
時
間
を
、
至
高
の
至

厚
の
至
幸
の
時
間
に
し
て
下
さ
い
。
拳
合
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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（東京都・パート）

審査員賞

丸 山  明 日 香 さ ん

手 亡
き
母

娘

子
供
の
頃
に
い
つ
か
役

に
た
つ
と
母
と
習
っ
た

手
話
、
私
が
大
人
に
な

り
母
が
入
院
し
た
。
コ

ロ
ナ
で
会
え
ず
に
大
き
な
ガ
ラ
ス
越

し
に
私
と
母
の
静
か
な
手
話
。
う
ろ

覚
え
で
必
死
に
頑
張
れ
と
伝
え
た
私

は
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
亡
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、
役
に
た
っ
た

ね
。
あ
り
が
と
う
お
母
さ
ん
。
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審
査
員
賞
に
選
ば
れ
て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
!

母
と
手
話
サ
ー
ク
ル
に
通
っ
た
の
が
小
学
生
の
時
で
、
ま
さ
か

コ
ロ
ナ
の
中
で
使
う
と
は
思
わ
ず
、
必
死
に
思
い
出
し
て
、
頑
張

れ
を
娘
に
教
え
て
、
手
話
を
し
た
ら
「
あ
り
が
と
う
」
と
涙
し
た

母
を
見
ま
し
た
。
本
当
に
役
に
た
て
て
良
か
っ
た
の
と
、
ま
た
手

話
を
覚
え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
!

人
が
手
で
出
来
る
事
。
手
伝
う
、
手
助
け
、
手
当
て
、
手
術
、

手
品
、
握
手
、
そ
し
て
手
話
。
い
つ
か
将
来
役
に
立
つ
か
ら
と
、

お
母
さ
ん
と
習
い
始
め
た
手
話
。
手
の
届
く
距
離
に
い
て
も
、
コ

ロ
ナ
禍
で
は
手
を
握
る
こ
と
の
出
来
な
い
ガ
ラ
ス
越
し
。
必
死
に

〝
頑
張
れ
〟
と
伝
え
た
手
話
。
そ
の
時
想
い
を
伝
え
る
手
段
は

手
話
し
か
な
か
っ
た
け
ど
、
娘
さ
ん
の
心
は
し
っ
か
り
と
お
母
さ

ん
に
届
い
た
の
で
す
ね
。
小
さ
か
っ
た
子
供
の
こ
ろ
、
握
っ
て
も

ら
っ
た
お
母
さ
ん
の
手
の
温
も
り
は
、
掌
て
の
ひ
らを

合
わ
せ
る
た
び
に

近
く
に
感
じ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
母
の
手
は
魔
法
の
手

で
す
。
命
（
ゴ
ル
ゴ
松
本
）
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

先生

クラスのみんな

腰
が
重
い
日
も
あ
る
。
体
が
し
ん
ど
い
日
も
あ

る
。
で
も
ド
ア
を
開
け
る
と
顔
が
緩
ん
で
し
ま
う
。

一
人
一
人
の
顔
を
見
る
と
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
う
。

君
た
ち
が
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
だ
と
気
づ
く
。
こ

こ
に
来
れ
ば
、
笑
え
る
。
こ
こ
に
居
れ
ば
、
心
が
躍

る
。
そ
ん
な
君
た
ち
に
„
あ
り
が
と
う
＂
と
伝
え

た
い
。

（
広
島
県
・
教
員
）

川
上 

絵
里
奈
さ
ん

も
う
す
ぐ
結
婚
四
周
年
・
交
際
十
周
年
。
付
き
合

い
始
め
る
前
、
よ
く
私
の
自
宅
ま
で
送
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
な
ぜ
か
す
ぐ
帰
ら
ず
二
人
で
家
の
周
り
を
何

周
も
歩
き
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な
話
を
し
た
ね
。
少
し

で
も
一
緒
に
居
た
い
と
素
直
に
言
え
な
い
、
甘
酸
っ

ぱ
い
あ
の
頃
を
、も
う
一
度
味
わ
っ
て
み
た
い
か
も
。

（
東
京
都
）

泉 
茜
さ
ん

夫

妻

息子

母ちゃん

希
望
大
学
に
合
格
す
る
ま
で
何
度
も
挫
折
を
味

わ
っ
た
息
子
よ
。
母
ち
ゃ
ん
ま
た
だ
め
だ
っ
た
、

ご
め
ん
と
泣
き
な
が
ら
謝
ら
れ
た
時
、
母
ち
ゃ
ん

の
心
も
潰
れ
そ
う
だ
っ
た
。
苦
し
か
っ
た
ろ
う
、

辛
か
っ
た
ろ
う
。
最
後
ま
で
諦
め
ず
と
う
と
う
合

格
を
手
に
し
た
ね
。
す
ご
い
よ
、
え
ら
い
。
努
力

で
夢
を
叶
え
た
ん
だ
か
ら
。

（
山
梨
県
・
自
営
業
）

佐
野 

直
美
さ
ん
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【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

司
職
場
で
名
前
の
話
に
な
っ
た
時
、
私
の
「
司
」
の

字
が
「
同
」
な
ら
ど
っ
し
り
し
て
い
た
の
に
、
片
足

だ
か
ら
い
つ
も
揺
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
、
と
パ
ー
ト

の
お
ば
さ
ん
に
笑
い
話
で
言
い
ま
し
た
。
お
ば
さ
ん

は
、「
片
方
が
あ
い
て
い
る
か
ら
あ
な
た
の
ま
わ
り

に
は
人
が
い
っ
ぱ
い
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
愛
知
県
・
会
社
員
）

竹
内 
祐
司
さ
ん

父母

息子

今
年
か
ら
任
さ
れ
た
学
年
主
任
。
何
を
す
れ
ば
い

い
か
わ
か
ら
ず
慌
て
ふ
た
め
い
た
毎
日
。「
主
」
と

い
う
字
は
元
々
灯
火
が
燭

し
ょ
く

台だ
い

の
上
で
じ
っ
と
燃
え
て

い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
。
灯
火
の
よ
う
に
じ
っ
と

ど
っ
し
り
と
。
さ
れ
ど
そ
の
熱
い
思
い
は
燃
や
し
続

け
る
。そ
う
い
う
存
在
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
た
。

（
福
岡
県
・
教
員
）

能
美 

朗
さ
ん

学年主任 能美先生

能美朗

クラスのみなさん

担任

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
も
多

く
、
昼
食
は
お
話
も
で
き
ず
、
休
み
時
間
は
外
で
遊

べ
ず
。
学
校
の
教
室
は
、
し
ば
ら
く
ず
っ
と
静
か
で

し
た
。
少
し
ず
つ
騒
が
し
さ
が
戻
っ
て
き
て
、
う
る

さ
い
よ
、
静
か
に
し
よ
う
ね
、
と
注
意
で
き
る
こ
と

が
嬉
し
い
で
す
。
青
春
は
思
う
存
分
、
騒
が
し
く

あ
れ
。

（
東
京
都
・
教
員
）

畑
山 

真
咲
さ
ん
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佳 作

【贈りたい相手】

【贈りたい相手】

【贈り主】

【贈り主】

【贈りたい相手】

【贈り主】

三
次
男
が
中
学
生
の
頃
、
３
つ
の
小
袋
の
お
菓
子
を

指
し
て
「
こ
れ
僕
ら
で
食
べ
て
い
い
？
」
と
聞
く
の

で
「
い
い
よ
」
と
答
え
た
。
す
る
と
、
袋
を
ひ
と
つ

だ
け
開
け
て
、
中
に
入
っ
て
い
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
３
つ

を
兄
弟
で
分
け
合
っ
て
い
た
の
で
笑
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
か
ら
も
三
兄
弟
変
わ
ら
ず
仲
良
く
ね
。

（
福
井
県
・
団
体
職
員
）

福
井 

美
津
江
さ
ん息子たち

母

母

私

突
然
５
月
に
逝
っ
て
し
ま
っ
た
母
。
連
絡
を
受
け

途
方
に
暮
れ
た
時
、
ふ
と
見
上
げ
る
と
、
悲
し
い
く

ら
い
に
美
し
い
空
。
葬
儀
の
間
も
雲
ひ
と
つ
な
い
青

空
が
続
い
た
。
き
っ
と
母
は
、
下
を
向
く
な
、
上
を

向
い
て
過
ご
す
よ
う
に
と
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
私
は
今
も
空
を
眺
め
、母
を
思
い
出
し
て
い
る
。

（
奈
良
県
・
非
常
勤
講
師
）

福
島 

千
佳
さ
ん

飛
行
機
の
遅
れ
に
よ
り
空
港
で
五
時
間
待
っ
た
。

夜
、
飛
行
機
が
動
き
出
し
「
や
っ
と
か
。」
と
思
っ

た
私
と
周
り
の
反
応
は
真
逆
。
歓
声
と
拍
手
。
隣
の

人
と
ハ
イ
タ
ッ
チ
。
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
く
の
で
は

な
く
、
で
き
た
こ
と
を
喜
ぶ
姿
に
感
動
し
た
。
あ
の

出
会
い
に
感
謝
し
た
い
。
飛
行
機
が
遅
れ
て
よ
か
っ

た
と
感
じ
た
。

（
神
奈
川
県
・
教
員
）

藤
井 

満
帆
さ
ん

あの飛行機に乗っていた人たち

旅行好きな日本人
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【贈りたい相手】

【贈り主】

相
模
原
市
立
大
野
台
小
学
校
５
年
生
（
神
奈
川
県
）

関
西
創
価
小
学
校
（
大
阪
府
）

札
幌
市
立
月
寒
中
学
校
２
学
年
（
北
海
道
）

東
京
都
立
赤
羽
北
桜
高
等
学
校
（
東
京
都
）

富
士
市
立
鷹
岡
小
学
校
６
年
生
（
静
岡
県
）

愛
知
県
立
一
宮
商
業
高
等
学
校
（
愛
知
県
）

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
学
園　

近
江
兄
弟
社
中
学
校
（
滋
賀
県
）

北
広
島
市
立
西
の
里
中
学
校
（
北
海
道
）

鎌
倉
女
学
院
高
等
学
校
（
神
奈
川
県
）

み
の
べ
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
（
埼
玉
県
）

磊
夫

妻

険
し
い
岩
山
を
ひ
と
足
ず
つ
登
る
人
生
で
し
た

ね
。 

そ
の
苦
難
と
忍
耐
が
、
磊ら
い

落ら
く

な
あ
な
た
の
礎
と

気
づ
い
て
ま
す
か
。 

城
主
が
石
を
組
み
上
げ
て
築
い

た
城
壁
さ
な
が
ら
、
盤
石
な
心
身
に
た
だ
感
謝
し

ま
す
。  

（
東
京
都
・
主
婦
）

山
元 
郁
乃
さ
ん
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 “誰かに贈る漢字を選ぶ”その時間は、
漢字そのものの奥深さに触れられるとともに、
自分の大切な人との関係を見つめ直し、
自分自身と向き合うことにもつながります。

その点が高く評価され、
学校教育の題材として取り上げられるようになりました。

今後、「大切な人へ漢字を贈る」ということが、
私たちにとってより身近な習慣になる日も

近いかもしれません。

コンテストは広がりを見せ、
「学校教育」にも採用

●「どうとく ３　きみが いちばん ひかるとき」（光村図書）
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・メッセージは１２０字以内に限ります。これを超える応募作品につきましては審査対象外となります。
・応募いただいた作品は返却できません。

主催者および審査員が、本コンテストの開催趣旨に照らし総合的に審査します。
受賞者・受賞団体には審査後に受賞の内定を通知いたします。

「贈りたい漢字とメッセージ（※１２０字以内）」

応募期間

①小学生部門　　②中学生部門　　③高校生部門　　④大学生・一般部門

２０25年１月下旬（予定）　

■郵送での応募　 〒６０５-００７４　京都市東山区祇園町南側５５１番地
　　　　　　　　（公財）日本漢字能力検定協会　「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」係
※コンテストサイトにある「団体応募用返信ラベル」をご利用ください。切手不要でそのまま投函いただけます。
■Webでの応募　日本漢字能力検定協会Webサイトにてお知らせします（6月1日頃）。

２０24年６月１日（土）～２０24年９月20日（金）必着

表 彰 式 ２０25年３月（予定）

表彰式会場 漢検 漢字博物館・図書館（漢字ミュージアム）

受賞作品は、応募者氏名などとともにコンテストサイト等にて発表する予定です。

所定の応募用紙を印刷し、下記応募先へ郵送いただくか、もしくはコンテストサイトにある応募フォームに
PDFまたは画像でアップロードしてください。

応募者全員分の応募用紙をまとめ、「団体名」「団体担当者氏名」「住所・電話番号（会場番号）」「応募枚
数」を添えて下記応募先へ郵送してください。応募用紙はコンテストサイトにあります。参加人数分をコピー
してお使いください。

あなたが伝えたい気持ちを表す漢字（一文字）とメッセージをお寄せください。
応募テーマ

応募部門

応募方法

応 募 先

審　　査

発　　表

表　　彰
（2023年度）

■個人での応募

■団体での応募

応募の際の注意事項

応募要項

絆大賞（各部門1点）

日本漢字能力検定協会賞（各部門1点）

審査員賞（各部門3点）

佳作（各部門10点）

団体賞

審査員  華雪（書家）、栗山英樹（2023WBC日本代表監督）、ゴルゴ松本（お笑い芸人）、やすみりえ（川柳作家）、
　　　  山崎信夫（日本漢字能力検定協会 代表理事）

審査員長  橋本五郎（読売新聞特別編集委員）
審 査 員
（2023年度）

賞状・副賞（５万円相当）

賞状・副賞（３万円相当）

賞状・副賞（１万円相当）

賞状・副賞（５千円相当）

　　　　　　　　賞状

第1回から第10回までの過去の受賞作品は、コンテストサイトからご覧になれます。
また、各回の受賞作品集もご自由にダウンロードできます。

漢検  漢字コンテスト 受賞作品
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「今、あなたに贈りたい漢字コンテスト」
2023 年度　受賞作品集
2024 年　5 月 1 日　第１版第１刷発行

編　者　公益財団法人 日本漢字能力検定協会
発行者　山崎 信夫
印刷所　大日本印刷株式会社
発行所　公益財団法人 日本漢字能力検定協会

（住所）〒 605 － 0074
　　　 京都市東山区祇園町南側 551 番地

（TEL）075 － 757 － 8600
（FAX）075 － 532 － 1110
（ホームページ URL）https://www.kanken.or.jp

本書の内容の一部あるいは全部を無断で複写複製（コ
ピー）することは著作権法上での例外を除き、禁じ
られています。

乱丁・落丁本はお取り替えいたします。
「漢検」は登録商標です。





10
年
後
の
自
分
へ

親
友
の
ケ
ン
タ
へ

自
転
車
へ

上
司
へ

世
界
中
の
人
へ

推
し
の

ア
イ
ド
ル
へ

漢字コンテスト
第11回

今、あなたに贈りたい

ほんの一文字に、ぎゅっと気持ちを込めて。

彩
球 歌

楽
和 遅

あなたは、
どんな漢字を
贈りますか？

「漢検」は登録商標です。

2023年度

今、あなたに贈りたい漢字コンテスト

受賞作品集

2 0 2 3年度  受賞作品集

公益財団法人 日本漢字能力検定協会
S0105.24.4
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